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大
槻
磐
渓
の
漢
詩

＊
島　
　

森　
　

哲　
　

男　

は
じ
め
に

本
稿
で
は
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
を
生
き
た
仙
台
藩
の
儒
者
、
大
槻
磐
渓
（
一
八
○
一

～
一
八
七
八
）
の
漢
詩
を
読
み
な
が
ら
、
そ
の
生
涯
と
思
想
の
一
斑
を
辿
る
こ
と
を
目
指

す
。大

槻
磐
渓
、
そ
の
生
涯
の
大
概
を
述
べ
れ
ば
、
名
は
清
崇
、
字
は
子
広
、
磐
渓
と
号
し

た
。
父
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
～
一
八
二
八
）
号
磐
水
は
仙
台
藩
医
で
、
前
野
良
沢
・
杉

田
玄
白
の
後
を
受
け
て
江
戸
蘭
学
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
磐
渓
は

そ
の
次
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
十
六
歳
の
と
き
林
述
斎
に
入
門
、
翌
年
昌
平
黌
に
入

学
。
十
八
歳
に
し
て
初
め
て
父
の
故
郷
一
関
に
帰
省
し
、
磐
井
川
五
串
渓
（
＝
厳
美
渓
）

の
絶
景
を
愛
で
た
。（
後
の
磐
渓
の
号
は
こ
の
磐
井
川
に
由
来
す
る
。）
二
十
二
歳
に
し
て

仙
台
に
下
り
、
養
賢
堂
諸
生
扱
、
養
賢
堂
指
南
役
見
習
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
の
ち
江
戸
に
戻

り
、
二
十
八
歳
、
長
崎
遊
学
。
西
洋
砲
術
家
高
島
秋
帆
と
知
り
合
う
。
三
十
二
歳
、
仙
台

藩
の
儒
官
と
な
り
、
江
戸
住
み
の
侍
講
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
四
十
一
歳
、
高
島
秋
帆
の
西
洋

式
銃
隊
の
操
練
を
見
学
し
、
関
心
を
深
め
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
十
九
歳
、
老

中
阿
部
正
弘
に
開
国
論
「
献
芹
微
衷
」
を
建
白
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
五
十
三
歳
、
黒

船
来
航
の
年
、「
米
利
幹
議
」「
露
西
亜
議
」を
幕
府
に
建
白
し
た
。
安
政
二
年（
一
八
五
五
）

五
十
五
歳
で
砲
術
家
江
川
太
郎
左
衛
門
に
入
門
。
翌
年
皆
伝
を
受
け
る
。
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
六
十
二
歳
、
仙
台
帰
住
を
命
ぜ
ら
れ
、
藩
校
養
賢
堂
添
役
（
副
学
頭
）。
慶

応
元
年
（
一
八
六
五
）
六
十
五
歳
で
学
頭
と
な
っ
た
。
し
か
し
養
賢
堂
改
革
の
目
論
見
が

旧
習
の
部
下
の
反
発
に
あ
っ
て
阻
止
さ
れ
、
磐
渓
は
「
ヒ
ポ
コ
ン
デ
ル
」（
神
経
衰
弱
）
と

な
る
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
六
十
六
歳
、
病
気
の
故
を
以
て
隠
居
。
慶
応
四
年
、
明

治
元
年
（
一
八
六
八
）
六
十
八
歳
、
仙
台
藩
が
盟
主
と
な
っ
て
奥
州
の
諸
藩
と
奥
羽
列
藩

同
盟
を
結
び
、
薩
長
の
官
軍
に
対
抗
し
た
と
き
、
朝
廷
へ
の
建
白
書
、
奥
羽
列
藩

同
盟
盟
約
書
、
輪
王
寺
宮
令
旨
の
執
筆
に
関
与
し
た
と
の
咎
で
断
罪
さ
れ
、
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
六
十
九
歳
で
獄
に
下
る
。
翌
明
治
三
年
、
息
子
大
槻
文
彦
の

助
命
嘆
願
の
効
も
あ
っ
て
出
獄
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
十
一
歳
、
東
京
へ

戻
る
。
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
死
去
。
七
十
八
歳
。
そ
の
著
『
寧
静
閣
集
』
は

一
集
か
ら
四
集
ま
で
あ
り
、
各
集
が
文
鈔
と
詩
鈔
に
別
れ
、
磐
渓
の
詩
文
を
収
め

る
。

一
　
天
地
の
一
蠧
魚

磐
渓
は
読
書
を
こ
よ
な
く
愛
し
、「
三
百
六
十
日
／
日
と
し
て
書
を
読
ま
ざ
る

は
無
し
」
と
い
う
読
書
生
活
に
明
け
暮
れ
た
。
自
ら
「
俯
仰 

文
字
に
老
ゆ
／
天
地

の
一
蠧と

魚ぎ
ょ

」
と
称
し
、
晩
年
、
奥
羽
列
藩
同
盟
が
破
れ
て
獄
に
下
り
、
刑
死
を
覚

悟
し
た
と
き
も
、「
臣
は
是
れ
乾
坤
の
一
蠹
魚
／
六
十
九
齢 

寧
ぞ
死
を
惜
し
ま
ん

／
心
に
関
わ
る
は 

唯
だ
嚼
み
餘
せ
る
書
の
有
る
の
み
」
と
、
も
う
本
を
読
め
な

い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。「
蠧
魚
」
と
は
書
物
の
紙
の
間
に
挟
ま
っ
て
紙
を
舐
め

る
よ
う
に
食
ら
う
扁
平
の
昆
虫
シ
ミ
（
紙
魚
）
の
こ
と
で
、
転
じ
て
本
ば
か
り
読

ん
で
い
る
人
の
こ
と
を
指
す
。「
天
地
の
」「
乾
坤
の
」
と
大
き
く
構
え
て
、
微
小

な
「
一
蠹
魚
」
を
出
し
て
く
る
と
こ
ろ
に
磐
渓
の
ユ
ー
モ
ア
と
読
書
人
と
し
て
の

プ
ラ
イ
ド
が
う
か
が
え
る
。

読
書
に
ま
つ
わ
る
い
く
つ
か
の
詩
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
磐
渓
五
十
六
歳
の
と
き
の
詩
「
読
書
」
が
あ
る
。
陸
前
の
後
藤
九
皐

が
「
便
ち
是
れ
磐
翁
先
生
の
小
伝
な
り
。」
と
言
う
と
お
り
、
自
ら
の
読
書
人
生
を
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ふ
り
返
り
、
そ
の
著
書
詩
文
に
言
及
し
て
、「
俯
仰 

文
字
に
老
ゆ
／
天
地
の
一
蠧
魚
」
と

結
ぶ
あ
た
り
、自
信
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
著
書『
孟
子
約
解
』一
巻『
近
古
史
談
』

四
巻
を
挙
げ
、「
頗
る
程
朱
（
程
明
道
・
程
伊
川
と
朱
熹
）
を
補
う
に
足
る
」「
志
は
懦だ

ふ夫

を
起
た
し
む
る
（
軟
弱
者
を
奮
起
さ
せ
る
）
に
在
り
」
と
い
う
の
は
ま
さ
に
磐
渓
の
自
信

と
気
概
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。

　

読
書　
　
　
　
　
　
　

読
書

三
百
六
十
日　
　
　
　

三
百
六
十
日

無
日
不
読
書　
　
　
　

日
と
し
て
書
を
読
ま
ざ
る
は
無
し

釣
玄
又
提
要　
　
　
　

玄
を
釣
し
又
た
要
を
提
し

所
得
儘
有
餘　
　
　
　

得
る
所 
儘ま

ま 
餘
り
有
り

語
孟
多
新
解　
　
　
　

語
孟
は
新
解
多
く

頗
足
補
程
朱　
　
　
　

頗
る
程
朱
を
補
う
に
足
る

小
史
叙
近
古　
　
　
　

小
史
は
近
古
を
叙
し

志
在
起
懦
夫　
　
　
　

志
は
懦だ

ふ夫
を
起
た
し
む
る
に
在
り

文
章
不
量
力　
　
　
　

文
章
は
力
を
量
ら
ず

所
願
学
韓
蘇　
　
　
　

願
う
所
は
韓
蘇
に
学
ば
ん
と

詩
多
自
放
語　
　
　
　

詩
は
自
放
の
語
多
く

聊
亦
供
游
娯　
　
　
　

聊い
さ
さか

亦
た
游
娯
に
供
す

持
此
區
區
業　
　
　
　

此
の
區
區
の
業
を
持
ち
て

免
為
游
惰
徒　
　
　
　

游
惰
の
徒
為
る
を
免
る

俯
仰
老
文
字　
　
　
　

俯
仰 

文
字
に
老
ゆ

天
地
一
蠧
魚　
　
　
　

天
地
の
一
蠧
魚

△
『
寧
静
閣
二
集
』
磐
渓
詩
鈔
巻
二
所
収
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
磐
渓
五
十
六
歳
の

作
。

○
釣
玄
又
提
要　
「
釣
玄
」
は
奥
深
い
意
味
を
引
き
出
す
。「
提
要
」
は
要
点
を
挙
げ
示

す
。　

○
所
得
儘
有
餘　
「
儘
」
は
極
め
て
。
得
る
所
は
極
め
て
多
い
。　

○
語
孟
多

新
解
／
頗
足
補
程
朱　
「
語
孟
」
は
論
語
・
孟
子
。「
頗
」
は
い
さ
さ
か
。「
程
朱
」
は
程

明
道
・
程
伊
川
と
朱
熹
。
朱
熹
の
『
論
語
集
注
』『
孟
子
集
注
』
に
そ
の
説
が
見
え
る
。

朱
子
学
の
教
科
書
と
し
て
当
時
日
本
で
最
も
通
行
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
磐
渓
は
『
孟

子
約
解
』
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
刊
を
著
し
自
説
を
述
べ
た
。
序
に
云
う
、「
其
の
説

の
集
注
に
於
い
て
異
同
有
る
が
若
き
は
、
則
ち
又
た
強
い
て
求
め
て
苟
く
も
為
す
所
有

る
に
非
ざ
る
な
り
。
章
を
逐
い
句
を
逐
い
、
依
傍
推
尋
し
て
、
勢
い
然
ら
ざ
る
を
得
ざ

る
の
み
。
子 

姑
く
其
の
異
同
を
問
わ
ず
、
惟
だ
余
の
苦
心
し
て
是
を
求
む
る
（
に
お

い
て
は
）、
則
ち
文
義
句
脈
の
間
に
於
い
て
、
或
い
は
発
明
す
る
所
有
ら
ん
。
豈
に
敢

て
義
理
精
微
を
尽
す
と
曰
ん
や
。」　

○
小
史
叙
近
古
／
志
在
起
懦
夫　

磐
渓
に
『
近
古

史
談
』
四
巻
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
刊
が
あ
る
。
叙
に
云
う
、「
天
正
慶
長
の
間
の

稗
史
野
乗
に
取
り
、
…
其
の
英
主
名
将
猛
士
悍
卒
驍
勇
節
烈
の
事
に
逢
え
ば
、
感
激
扼

腕
の
情
に
堪
え
ず
。
…
身
は
至
盛
極
治
の
日
に
在
り
て
、
尚
お
戦
国
兵
馬
槍
攘
の
世
を

論
ず
る
は
、
亦
た
已
む
を
得
ず
ん
ば
非
ず
。
斯
の
編
を
読
む
者
、
或
い
は
余
が
微
意
の

在
る
所
を
察
す
れ
ば
、
則
ち
游
惰
を
鞭
策
す
る
の
一
助
た
る
に
庶ち

か

か
ら
ん
か
と
云
う
。」

○
文
章
不
量
力
／
所
願
学
韓
蘇　

韓
蘇
は
韓
愈
・
蘇
軾
。
文
章
は
身
の
程
も
わ
き
ま
え

ず
、
韓
愈
・
蘇
軾
に
学
び
た
い
と
願
っ
て
い
る
。　

○
自
放　

自
ら
ほ
し
い
ま
ま
に
す

る
。　

○
區
區
業　

取
る
に
足
り
な
い
、
小
さ
な
業
績
。　

○
老
文
字　

書
を
読
み
詩

や
文
章
を
作
っ
て
年
老
い
て
ゆ
く
。　

○
天
地
一
蠧
魚　
「
蠧
魚
」
は
し
み
。
書
物
を

食
う
虫
。
蠧
書
蟲
と
も
い
う
。
本
ば
か
り
読
ん
で
い
る
人
を
指
す
。
韓
愈
の
「
雑
詩
」

に
「
古
史
を
左
右
に
散
じ
／
詩
書
を
後
前
に
置
く
／
豈
に
蠧
書
蟲
の
／
文
字
の
間
に
生

死
す
る
に
殊
な
ら
ん
や
」。
自
分
は
天
地
の
間
の
一
匹
の
蠧
魚
で
あ
る
。
杜
甫
「
旅
夜

書
懐
」
に
「
飄
飄
何
の
似
た
る
所
ぞ
／
天
地
の
一
沙
鷗
」。

ま
た
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
磐
渓
六
十
一
歳
の
と
き
の
「
又
た
自
述
」
の
詩
で
は
「
勉

め
よ
や 

斃
れ
て
後
止
ま
ん
／
未
だ
朝
に
道
を
聞
く
を
許
さ
ず
」
と
、
死
ぬ
ま
で
読
書
を

続
け
る
覚
悟
を
語
っ
て
い
る
。
中
間
、「
山
妻 

過
飲
を
戒
む
／
卿
の
言 

亦
た
大
い
に
好

し
」
と
、酒
の
呑
み
過
ぎ
を
諫
め
る
妻
の
言
に
対
し
て
、「
お
前
の
言
う
こ
と
は
大
変
結
構
」

と
答
え
る
（
＝
実
は
そ
う
答
え
て
飲
み
続
け
る
）
と
こ
ろ
は
、
竹
林
の
七
賢
、
大
酒
飲
み

の
劉
伶
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
ま
こ
と
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
。
続
く
「
豚
犬 

稍
く
長
大
／
行

く
ゆ
く
孫
児
を
抱
く
を
見
ん
」
は
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
喜
び
、
や
が
て
は
孫
を
抱
く
息

子
ら
の
姿
を
眺
め
る
日
も
来
よ
う
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
父
親
の
慈
愛
の
ま
な
ざ
し
が

素
直
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
二
句
で
は
今
は
亡
き
父
母
を
偲
ん
で
い
る
。
こ
う
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し
た
親
し
い
人
々
（
亡
父
母
、
妻
、
子
〔
孫
〕
）
に
囲
ま
れ
て
、
今
の
自
分
は
あ
る
。
さ

れ
ば
も
う
し
ば
ら
く
、
死
ぬ
ま
で
の
間
は
せ
い
ぜ
い
読
書
生
活
を
楽
し
も
う
。

　

又
自
述　
　
　
　
　
　

又
た
自
述

性
僻
耽
読
書　
　
　
　

性
僻へ

き

に
し
て
読
書
に
耽
り

矻
矻
不
知
老　
　
　
　

矻こ
つ
こ
つ矻

と
し
て
老
い
を
知
ら
ず

文
章
雖
太
拙　
　
　
　

文
章
は
太は

な
はだ

拙
な
り
と
雖
も

潤
筆
免
枯
燥　
　
　
　

潤
筆 

枯
燥
を
免
る

況
有
禄
代
耕　
　
　
　

況
ん
や
禄
の
耕
す
に
代
う
る
有
り

新
穀
嘗
細
擣　
　
　
　

新
穀 
細さ

い
と
う擣

を
嘗な

む

山
妻
戒
過
飲　
　
　
　

山
妻 

過
飲
を
戒
む

卿
言
亦
大
好　
　
　
　

卿
の
言 

亦
た
大
い
に
好
し

豚
犬
稍
長
大　
　
　
　

豚
犬 

稍よ
う
やく

長
大

行
見
孫
児
抱　
　
　
　

行
く
ゆ
く
孫
児
を
抱
く
を
見
ん

有
時
感
風
樹　
　
　
　

時
有
り
て
か
風
樹
を
感
ず

掃
墓
薦
蘋
藻　
　
　
　

掃
墓
し
て
蘋ひ

ん

藻そ
う

を
薦す

す

め
ん

勉
焉
斃
後
止　
　
　
　

勉
め
よ
や 

斃
れ
て
後
止
ま
ん

未
許
朝
聞
道　
　
　
　

未
だ
朝あ

し
たに

道
を
聞
く
を
許
さ
ず

△
『
寧
静
閣
三
集
』
巻
三
、「
昨
夢
詩
暦
」
巻
下
所
収
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
磐
渓

六
十
一
歳
の
作
。

○
性
僻　

生
ま
れ
つ
き
の
性
格
が
か
た
よ
っ
て
い
る
。
ひ
ね
く
れ
て
い
る
。　

○
矻
矻

不
知
老　
「
矻
矻
」
は
よ
く
は
た
ら
く
さ
ま
。「
不
知
老
」
は
論
語
・
述
而
篇
に
「
憤
り

を
発
し
て
食
を
忘
れ
、
楽
し
み
て
以
て
憂
い
を
忘
れ
、
老
い
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
を

知
ら
ざ
る
の
み
。」　

○
潤
筆
免
枯
燥　
「
潤
筆
」
は
詩
を
揮
毫
し
碑
文
等
を
撰
し
て
潤

筆
料
を
得
る
。「
免
枯
燥
」
は
干
か
ら
び
る
こ
と
な
く
生
き
て
い
け
る
。　

○
有
禄
代

耕　

俸
禄
が
有
っ
て
自
ら
耕
さ
な
く
と
も
暮
ら
し
て
い
け
る
。
孟
子
・
萬
章
下
に「
（
下

士
）
禄
は
以
て
其
の
耕
に
代
う
る
に
足
る
な
り
。」　

○
新
穀
嘗
細
擣　
「
新
穀
」
は
今
年

穫
れ
た
穀
物
。
論
語
・
陽
貨
篇
に
「
旧
穀
既
に
没つ

き
て
新
穀
既
に
升み

の

る
。」「
嘗
細
擣
」

は
細
か
に
搗
い
た
も
の
を
食
べ
る
。　

○
山
妻
戒
過
飲
／
卿
言
亦
大
好　

竹
林
の
七

賢
の
一
人
、大
酒
飲
み
の
劉
伶
は
妻
に
「
君
飲
む
こ
と
太
だ
過
ぐ
。
摂
生
の
道
に
非
ず
。

必
ず
宜
し
く
之
を
断
つ
べ
し
。」
と
戒
め
ら
れ
た
が
、
劉
伶
は
「
甚
だ
善
し
。
我
自
ら
禁

ず
る
能
わ
ず
。
唯
だ
当
に
鬼
神
に
祝
り
て
自
ら
誓
い
之
を
断
た
ん
の
み
。
便
ち
酒
肉
を

具
う
可
し
。」
と
言
っ
て
妻
に
酒
と
肉
を
用
意
さ
せ
た
。
そ
し
て
「
婦
人
の
言
は
慎
ん
で

聴
く
可
か
ら
ず
。」
と
、
酒
を
飲
み
肉
を
食
ら
い
隗
然
と
し
て
酔
っ
た
と
い
う
（
晋
書
・

列
伝
巻
一
九
、
世
説
新
語
・
任
誕
篇
）。　

○
豚
犬
稍
長
大　
「
豚
犬
」
は
不
肖
の
息
子

た
ち
。
豚
児
・
犬
児
。
如
電
と
文
彦
を
指
す
。 

○
感
風
樹　
「
風
樹
」
は
「
風
樹
の
嘆
」。

「
樹
静
か
な
ら
ん
と
欲
し
て
風
止
ま
ず
、
子
養
わ
ん
と
欲
し
て
親
待
た
ず
」（
韓
詩
外

伝
・
巻
九
）。
子
が
親
に
孝
養
を
尽
そ
う
と
思
っ
て
も
、親
は
す
で
に
死
ん
で
し
ま
っ
て
、

孝
養
を
尽
せ
な
い
悲
し
み
。　

○
掃
墓
薦
蘋
藻　
「
掃
墓
」
は
墓
参
り
。
芝
高
輪
東
禅

寺
に
父
大
槻
玄
沢
の
墓
が
あ
る
。「
蘋
藻
」
は
水
草
、
浮
草
。
古
人
は
先
祖
へ
の
捧
げ

も
の
と
し
て
祭
壇
に
祀
っ
た
。「
蘋
藻
を
薦
む
」
と
は
祭
祀
を
行
う
こ
と
。
○
勉
焉
斃

後
止　
「
斃
後
止
」
は
論
語
・
泰
伯
篇
に
「
士
は
以
て
弘
毅
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
任
重

く
し
て
道
遠
し
。
…
死
し
て
後
已
む
、亦
た
遠
か
ら
ず
や
。」　

○
未
許
朝
聞
道　

論
語
・

里
仁
篇
に
「
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
。」
こ
こ
は
ま
だ
死
ぬ
の
は

早
い
か
ら
「
朝
に
道
を
聞
く
」
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
。

さ
ら
に
文
久
二
年（
一
八
六
二
）磐
渓
六
十
二
歳
の
作「
自
述
」で
は「
紛
紛
た
る
世
上
」

を
離
れ
て
「
閑
な
れ
ば
則
ち
書
を
繙
き
／ 

倦
め
ば
則
ち
眠
る
」
自
適
の
暮
ら
し
を
、
仙
人

の
ご
と
き
楽
し
み
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
歌
っ
て
い
る
。

　

自
述　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
述

閑
則
繙
書
倦
則
眠　
　
　
　

閑
な
れ
ば
則
ち
書
を
繙
き 

倦
め
ば
則
ち
眠
る

自
称
松
下
一
迂
仙　
　
　
　

自
ら
称
す 

松
下
の
一
迂う

せ
ん仙

と

紛
紛
世
上
風
塵
事　
　
　
　

紛
紛
た
る
世
上 

風
塵
の
事

不
到
林
中
読
易
辺　
　
　
　

到
ら
ず 

林
中 

易
を
読
む
辺
り
に

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
二
、
磐
渓
詩
鈔
四
編
所
収
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
磐
渓

六
十
二
歳
の
作
。

○
迂
仙　

世
事
に
う
と
い
仙
人
。　

○
世
上
風
塵
事　

世
間
の
わ
ず
ら
わ
し
く
、
け
が

大槻磐渓の漢詩
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ら
わ
し
い
俗
事
。　

○
読
易　
『
易
』
の
書
を
読
む
。『
易
』
は
経
書
の
中
で
も
最
も
哲

学
的
な
書
で
、
竹
林
の
七
賢
た
ち
も
老
・
荘
と
と
も
に
愛
読
し
た
。

二
　
開
国
論

磐
渓
は
幼
い
頃
よ
り
蘭
学
研
究
に
勤
し
む
父
大
槻
玄
沢
の
姿
に
接
し
て
き
た
し
、
ま
た

長
崎
に
遊
学
し
た
り
、
西
洋
砲
術
に
接
し
た
り
し
た
経
験
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
界
を
広

い
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
攘
夷
論
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
積
極
的
に
開
国

を
説
い
た
。
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
た
と
き
は
二
度
と
も
わ
ざ
わ
ざ
江
戸
か
ら
浦
賀
ま
で
出

向
い
て
黒
船
を
こ
の
目
で
見
、
ス
ケ
ッ
チ
を
残
し
て
お
り
（
磐
渓
「
塵
積
成
山
」
二
集
第

一
冊
、
一
関
市
博
物
館
所
蔵
）、
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

磐
渓
の
次
男
大
槻
如
電
は
「
磐
渓
事
略
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
嘉
永

以
後
徳
川
幕
府
の
末
世
に
、
外
国
と
の
関
係
が
起
り
、
海
内
の
人
々
は
高
き
も
卑
き
も
、

武
士
も
学
者
も
、
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
攘
夷
々
々
と
ば
か
り
叫
び
立
て
、
西
洋
人
を
夷
狄

だ
の
禽
獣
だ
の
と
罵
り
、
追
払
い
打
払
う
事
ば
か
り
喧
ま
し
く
唱
へ
る
其
中
に
立
っ
て
、

祖
父
様
〔
＝
磐
渓
〕
は
当
時
の
輿
論
に
反
対
し
て
開
国
論
を
主
張
な
さ
れ
た
。
深
く
自
ら

信
ず
る
所
あ
り
、
見
る
所
が
あ
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
／
夫
れ
は
欧
米
諸
国
と
交
通
せ

ね
ば
時
勢
が
許
さ
ぬ
。
今
か
ら
は
支
那
ば
か
り
の
文
物
で
は
足
り
無
い
。
攘
夷
を
唱
へ
る

族
は
、
海
外
の
事
情
を
知
ら
な
い
盲
目
同
様
の
奴
原
で
あ
る
。
兵
力
軍
器
の
優
劣
を
知
ら

な
い
で
、
戦
争
が
で
き
る
も
の
か
。
弓
矢
、
槍
、
刀
で
大
小
の
鉄
砲
に
向
へ
る
も
の
か
。

戦
の
勝
敗
は
始
め
か
ら
分
明
で
あ
る
。
／
さ
れ
ば
攘
夷
を
唱
へ
る
族
は
、
国
家
を
誤
る
大

タ
ワ
ケ
で
あ
る
、
と
か
う
云
ふ
の
が
御
持
論
で
あ
っ
た
。」

ま
た
磐
渓
の
三
男
大
槻
文
彦
は
父
の
開
国
論
「
献
芹
微
衷
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
其
論
旨
今
の
世
に
て
観
れ
ば
言
ふ
ま
で
も
な
き
事
な
れ
ど
、
当
時
全
国
の

志
士
の
攘
夷
論
の
如
き
中
に
、
独
り
海
外
の
事
情
に
於
て
言
ふ
所
を
異
に
せ
り
。
観
む
人

其
身
を
当
時
に
置
き
て
読
ま
ば
、
衆
に
抽
き
た
る
を
覚
ゆ
。」（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
記
録

文
書
、
大
正
十
二
年
八
月
の
記
述
）。

こ
こ
で
は
ま
ず
開
国
論
を
直
接
説
い
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
姿
勢
の
う
か
が
え
る

詩
か
ら
読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
お
そ
ら
く
は
自
筆
の
画
に
題
し
た
詩
「
磐
渓
帰
釣

図 

木
仲
蘭
の
為
に
題
す 

二
首 

其
の
一
」
で
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
磐
渓
四
十
三

歳
の
作
で
あ
る
。

雨
後
の
靄
に
煙
る
柳
や
風
に
散
る
花
び
ら
の
中
、
奇
巌
の
間
を
す
り
抜
け
、
急
流
を
下

る
舟
を
描
い
て
、
ま
さ
に
陶
淵
明
の
桃
花
源
記
の
逆
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
川
下
か
ら
源
流
へ
で

は
な
く
、
上
流
か
ら
下
流
へ
）
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
行
き
着
く
先
が
陶
淵
明
の
よ

う
に
外
界
か
ら
隔
絶
し
た
桃
源
郷
で
は
な
く
、
豊
か
な
漁
獲
が
得
ら
れ
る
川
下
の
早
瀬
に

な
っ
て
い
る
。「
漁
人 

復
た
隈
を
争
う
の
意
無
く
／
報
じ
て
道
う 

前
灘
に
魚
最
も
多
し

と
」、
漁
師
は
隈
を
争
う
狭
い
器
量
は
持
た
ず
、
前
方
の
早
瀬
に
魚
が
も
っ
と
た
く
さ
ん

い
る
ぞ
と
教
え
て
く
れ
た
。
閉
鎖
的
な
桃
源
郷
で
は
な
く
、「
旧
溪
の
阿
」
を
去
っ
て
奇

巌
重
な
る
峡
谷
を
く
ぐ
り
抜
け
た
先
に
、
獲
る
も
の
の
多
い
広
い
川
下
が
あ
る
と
指
摘
す

る
と
こ
ろ
に
、磐
渓
の「
外
へ
向
か
う
」志
向
が
描
か
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

磐
渓
帰
釣
図
為
木
仲
蘭
題
二
首　

其
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磐
渓
帰
釣
図 

木
仲
蘭
の
為
に
題
す 

二
首 

其
の
一

雨
後
春
山
掃
翠
蛾　
　
　
　

雨
後 

春
山 

翠す
い

蛾が

を
掃
い

釣
舟

在
舊
溪
阿　
　
　
　

釣
舟

つ
な

い
で 

旧
溪
の
阿く

ま

に
在
り 

忽
穿
曲
岸
崩
邊
去　
　
　
　

忽
ち
曲
岸
崩
る
る
辺
り
を
穿
ち
て
去
り

且
避
奇
巌
乱
處
過　
　
　
　

且し
ば
らく

奇
巌
乱
る
る
処
を
避
け
て
過
ぐ　

煙
柳
垂
絲
遮
短
笠　
　
　
　

煙
柳 

糸
を
垂
れ
て
短た

ん
り
ゅ
う笠

を
遮さ

え
ぎり

風
花
吹
雪
點
輕
簔　
　
　
　

風
花 

雪
を
吹
い
て
輕け

い
さ簔

に
点
ず

漁
人
無
復
爭
隈
意　
　
　
　

漁
人 

復
た
隈く

ま

を
争
う
の
意
無
く

報
道
前
灘
魚
最
多　
　
　
　

報
じ
て
道い

う 

前ぜ
ん
た
ん灘

に
魚
最
も
多
し
と

△
『
寧
静
閣
一
集
』
磐
渓
詩
鈔
巻
三
所
収
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
磐
渓
四
十
三
歳

の
作
。

○
磐
渓
帰
釣
図　
「
磐
渓
」
は
大
槻
磐
渓
の
父
大
槻
玄
沢
（
号
は
磐
水
）
の
郷
里
、
一
関

の
磐
井
川
の
中
国
風
な
呼
び
方
。
特
に
景
勝
地
五
串
溪
〔
い
つ
く
し
け
い
〕、
今
の
厳

美
渓
が
有
名
。
大
槻
磐
渓
は
十
八
歳
の
時
、
初
め
て
こ
こ
に
遊
ん
で
以
来
、
自
ら
「
磐

渓
」
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
磐
渓
は
画
も
能
く
し
、
こ
こ
に
い
う
「
磐
渓
帰
釣
図
」

は
五
串
溪
に
釣
舟
を
描
い
た
自
筆
の
画
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
こ
の
詩
を
題
し
て
贈
っ

た
も
の
か
と
み
ら
れ
る
。（
ち
な
み
に
『
寧
静
閣
四
集
』
に
は
磐
渓
自
筆
の
「
五
串
溪
真
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景
」図
が
写
真
版
で
収
め
ら
れ
て
い
る（
『
詩
集
日
本
漢
詩
』第
十
七
巻〔
平
成
元
年
、

汲
古
書
院
〕
）。「
磐
渓
帰
釣
図
」
も
同
類
の
画
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
）。
○
木
仲

蘭　

父
大
槻
玄
沢
の
高
弟
、
佐
々
木
中
沢
、
字
は
仲
蘭
（
一
七
九
〇
～
一
八
四
六
）
の

こ
と
。
陸
中
西
磐
井
郡
上
黒
沢
村
出
身
。
磐
渓
と
は
「
意
気
投
合
、
交
吐
肝
肺
〔=

肝

胆
相
照
ら
す
〕、
莫
逆
八
年
一
日
の
如
き
」
間
柄
だ
っ
た
（
「
金
蘭
遺
臭
」
）。
○
掃
翠

蛾　
「
翠
」
は
み
ど
り
。「
蛾
」
は
蛾
眉
。
こ
こ
で
は
蛾
の
触
覚
の
よ
う
な
ゆ
る
や
か
な

曲
線
を
描
い
た
山
並
み
。「
翠
黛
」
に
同
じ
。「
掃
う
」
と
は
雨
が
上
が
っ
て
山
の
姿
が

す
っ
き
り
と
見
え
る
さ
ま
。
眉
を
掃
く
（
刷
く
）
の
縁
語
。　

○
　

は

の
俗
字
。

は
杙
に
同
じ
。
船
を
繋
ぎ
止
め
る
く
い
。
こ
こ
で
は
動
詞
に
読
ん
で
「
つ
な
ぐ
」、

繫
留
す
る
の
意
。　

○
舊
溪
阿 
「
舊
溪
」
は
ふ
る
い
、
昔
か
ら
あ
る
た
に
が
わ
。「
阿
」

は
く
ま
。
川
の
湾
曲
し
た
部
分
。　

○
遮
短
笠　
「
短
笠
」
は
小
さ
い
笠
。
そ
れ
に
水

面
に
垂
れ
た
柳
の
枝
が
じ
ゃ
ま
す
る
よ
う
に
当
た
る
。　

○
風
花
吹
雪　
「
風
花
」
は

風
に
舞
い
散
る
花
び
ら
。「
雪
を
吹
く
」
は
雪
が
風
に
舞
う
よ
う
に
白
い
花
び
ら
が
舞

い
散
る
。
○
點
輕
簔　
「
輕
簔
」
は
軽
い
み
の
。
そ
こ
に
花
び
ら
が
舞
い
落
ち
て
点
々

と
付
く
さ
ま
。　

○
爭
隈
意　
「
隈
を
争
う
」
と
は
漁
場
を
争
奪
す
る
こ
と
。
よ
く
獲

れ
る
漁
場
を
秘
密
に
し
て
独
り
占
め
す
る
な
ど
。　

○
報
道　

報
じ
て
道い

う
。
知
ら
せ

る
。
○
前
灘　

前
方
の
早
瀬
。

続
い
て
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
磐
渓
五
十
三
歳
の
と
き
の
「
隣
交
行
」
と
題
す
る
歌
を

読
ん
で
み
よ
う
。題
下
の
原
注
に「
嘉
永
六
年
」と
あ
り
、第
十
一
～
十
二
句
目
に「
瓊
浦（
長

崎
の
異
称
）の
秋
」「
空
艦
只
だ
待
つ 

一
封
の
報
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、同
年
七
月
十
八
日
、

ロ
シ
ア
船
が
長
崎
に
来
航
し
た
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
詩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。（
ペ
リ
ー

が
浦
賀
を
去
っ
て
一
カ
月
後
。）

磐
渓
は
建
白
書
「
献
芹
微
衷
」
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
を
排
し
、
ロ
シ
ア
と
和
親
を
結

ぶ
べ
き
こ
と
を
説
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
英
吉
利
は
姦
商
猾
賈
な
り
。
露

西
亜
は
王
侯
貴
人
な
り
。
故
に
今
に
し
て
彼
と
一
に
和
好
を
結
ば
ん
か
。
我
内
地
の
民
ま

た
北
顧
の
憂
い
無
く
し
て
、
力
を
西
南
海
防
に
専
ら
に
す
る
を
得
ん
。
豈
策
の
全
き
者
に

非
ず
や
。
惟
こ
れ
寧
き
の
み
な
ら
ず
、
露
西
亜
は
実
に
宇
内
第
一
等
の
強
大
国
為
り
て
、

今
は
則
ち
欧
羅
巴
一
洲
の
盟
主
と
為
す
。
彼
を
し
て
我
が
与
国
と
為
し
、
我
其
威
重
を
仮

り
、
以
て
諸
蕃
の
心
を
圧
服
す
べ
く
ん
ば
、
則
ち
漕
路
梗
塞
の
患
い
、
必
ず
神
を
労
せ
ず

し
て
自
消
す
る
に
足
ら
ん
。」（
「
献
芹
微
衷
」
隣
交
篇
上
）。

詩
に
は
「
縦
ひ
洞
門
を
し
て
深
く
自
ら
鎖
さ
し
む
る
も
／
其
れ
外
人
の
来
り
て
津
を
問

う
を
奈い

か

ん
せ
ん
」、
日
本
は
洞
窟
の
門
を
閉
ざ
し
た
桃
源
郷
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
外
部

の
人
が
や
っ
て
き
て
「
津
を
問
う
」
＝
交
渉
を
求
め
た
ら
ど
う
す
る
気
だ
と
、
も
は
や
鎖

国
攘
夷
の
不
可
能
な
こ
と
を
説
き
、「
今
に
及
ん
で 

情
好
を
結
び
／
手
を
鄰
邦
に
仮
り 

強
暴
を
防
」
ぐ
こ
と
が
急
務
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
を
ま
る
で
信
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
、
今
日
の
眼
か
ら
見
る
と
い
さ
さ
か
意
外
だ
が
、
攘
夷
の
不
可
を
明
言
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
文
彦
の
言
う
よ
う
に
「
当
時
全
国
の
志
士
の
攘
夷
論
の
如
き
中
に
、
…
衆
に

抽
き
た
る
」
見
識
だ
っ
た
。

　

隣
交
行
【
原
注
】
嘉
永
六
年　

隣
交
の
行う

た【
原
注
】
嘉
永
六
年

九
分
宇
内
有
其
一　
　
　
　

宇
内
を
九
分
し
て
其
の
一
を
有
す

肯
比
米
利
与
英
吉　
　
　
　

肯
て
米メ

利リ

〔
堅ケ

ン

〕
と
英エ

ゲ

吉レ
ス

と
に
比
せ
ん
や

不
唯
万
国
推
帝
号　
　
　
　

唯
に
万
国 

帝
号
を
推
す
の
み
な
ら
ず

風
俗
淳
厖
人
沈
実　
　
　
　

風
俗
は
淳じ

ゅ
ん
ぼ
う厖

に
し
て 

人
は
沈
実
な
り

我
是
天
地
一
桃
源　
　
　
　

我
は
是
れ
天
地
の
一
桃
源

花
落
花
開
三
百
春　
　
　
　

花
落
ち
花
開
き
て
三
百
春

縦
使
洞
門
深
自
鎖　
　
　
　

縦た
と

ひ
洞
門
を
し
て
深
く
自
ら
鎖
さ
し
む
る
も

其
奈
外
人
来
問
津　
　
　
　

其
れ
外
人
の
来
り
て
津
を
問
う
を
奈い

か

ん
せ
ん

不
若
及
今
結
情
好　
　
　
　

若し

か
ず 

今
に
及
ん
で 

情
好
を
結
び

仮
手
鄰
邦
防
強
暴　
　
　
　

手
を
鄰
邦
に
仮
り 

強
暴
を
防
が
ん
に
は

君
不
見
烟
波
万
頃
瓊
浦
秋　

君
見
ず
や 

烟
波
万
頃 

瓊け
い

浦ほ

の
秋

空
艦
只
待
一
封
報　
　
　
　

空
艦
只
だ
待
つ 

一
封
の
報

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
一
、
磐
渓
詩
鈔
三
編
所
収
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
磐
渓

五
十
三
歳
の
作
。

○
九
分
宇
内
有
其
一　

冒
頭
の
四
句
は
ロ
シ
ア
の
こ
と
を
言
う
。「
宇
内
」
は
天
下
。

海
内
。
そ
の
九
分
の
一
を
占
め
る
。
騶
衍
の
大
九
州
説
に
よ
る
表
現
。　

○
肯
比
米
利

与
英
吉　

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
比
で
は
な
い
。　

○
不
唯
万
国
推
帝
号　

万
国
が

ロ
シ
ア
皇
帝
を
推
戴
す
る
ば
か
り
で
な
く
。　

○
風
俗
淳
厖
人
沈
実　
「
淳
厖
」
は
素

大槻磐渓の漢詩
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直
で
厚
い
。
真
心
が
あ
る
。「
沈
実
」
は
落
ち
着
い
て
い
て
実
直
。　

○
我
是
天
地
一

桃
源　

日
本
は
天
地
の
間
の
一
桃
源
郷
で
あ
る
。
外
国
と
絶
縁
し
鎖
国
す
る
日
本
の

す
が
た
は
桃
源
郷
と
同
じ
。　

○
花
落
花
開
三
百
春　

徳
川
幕
府
の
支
配
は
三
百
年
。 

○
縦
使
洞
門
深
自
鎖　

た
と
え
桃
花
源
の
洞
門
を
深
く
自
ら
閉
し
て
も
。　

○
其

奈
外
人
来
問
津　

外
国
人
の
来
訪
を
ど
う
し
て
断
れ
よ
う
か
。　

○
不
若
及
今
結

情
好　
「
及
今
」
は
今
の
う
ち
に
。「
結
情
好
」
は
ロ
シ
ア
と
友
好
関
係
を
結
ぶ
。　

○

仮
手
鄰
邦
防
強
暴　

隣
国
（
ロ
シ
ア
）
の
助
け
を
借
り
て
強
暴
な
国
（
ア
メ
リ
カ
・
イ

ギ
リ
ス
）
の
侵
略
を
防
ぐ
。　

○
烟
波
万
頃
瓊
浦
秋　
「
烟
波
万
頃
」
は
広
々
と
広
が
る

波
。「
瓊
浦
」
は
長
崎
の
異
称
。
瓊
江
と
も
い
う
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
七
月
十
八

日
、
ロ
シ
ア
の
提
督
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
四
隻
の
軍
艦
を
率
い
て
長
崎
に
来
航
。
開
国
と

通
商
、
さ
ら
に
千
島
・
樺
太
の
国
境
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
て
来
た
。　

○
空
艦
只
待

一
封
報　

ロ
シ
ア
船
は
幕
府
か
ら
の
返
答
を
ひ
た
す
ら
待
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
磐
渓
の
開
国
論
は
攘
夷
論
が
熾
烈
を
極
め
る
当
時
に
あ
っ
て
は
当

然
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
例
え
ば
同
じ
仙
台
藩
の
儒
者
岡
千
仭
（
一
八
三
三
～

一
九
一
四
）
は
磐
渓
の
開
国
論
に
つ
い
て
、

翁
ハ
漢
学
専
門
ニ
テ
洋
書
ヲ
修
メ
タ
ル
ニ
非
ズ
。
其
外
事
ヲ
論
ズ
ル
ハ
、見
取
聞
取
、

口
耳
ノ
学
ニ
過
ギ
ザ
リ
キ
。
…
開
国
ハ
持
論
ナ
ル
モ
、
欧
術
ニ
テ
富
強
ヲ
謀
ル
横
井
小

楠
ヤ
、
欧
兵
法
ニ
テ
幕
軍
ヲ
瓦
解
セ
シ
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次
郎
）
ノ
如
キ
人
傑
ノ
脚

下
ニ
寄
付
ク
ベ
キ
開
国
識
見
才
幹
ア
ル
ニ
非
ズ
。
…
遂
ニ
其
持
論
ガ
一
躍
シ
テ
同
盟
論

ト
ナ
リ
、朝
敵
ト
ナ
リ
、徳
国
（
ド
イ
ツ
）
商
船
ニ
托
シ
テ
同
盟
書
ヲ
各
国
使
館
ニ
投
ジ
、

義
名
ヲ
海
外
諸
国
ニ
唱
フ
ル
ト
為
ス
ニ
至
ル
。
苟
ク
モ
常
識
ヲ
具
シ
タ
ル
以
上
、
誰
レ

ガ
精
神
錯
乱
者
ノ
所
為
ト
為
サ
ゞ
ラ
ン
。（
『
在
臆
話
記
』
巻
九 

開
国
論
）

云
々
と
口
を
極
め
て
批
判
し
、
聞
き
か
じ
り
で
識
見
に
乏
し
い
「
口
耳
ノ
学
」
に
過
ぎ
ぬ

と
一
喝
し
て
い
る
。

ま
た
磐
渓
の
開
国
論
を
皮
肉
っ
た
狂
詩
も
当
時
出
回
っ
た
ら
し
い
。『
寧
静
閣
四
集
』

巻
一
「
隣
交
行
」
の
付
注
に
引
く
木
村
芥
舟
「
高
粱
一
夢
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
時
に
一
狂
生
有
り
、
先
生
の
詞
に
和
し
て
云
う
、

世
間
馬
鹿
誰
第
一　
　
　
　

世
間
の
馬
鹿 

誰
か
第
一

蘭
医
小
僧
溺
英
吉　
　
　
　

蘭
医
の
小
僧 

英
吉
に
溺
れ

曾
作
愚
文
名
献
芹　
　
　
　

曾
て
愚
文
を
作
り 

献
芹
と
名
づ
く

大
言
一
向
虚
無
実　
　
　
　

大
言 

一
向
に
虚
に
し
て 

実
無
し

豈
知
王
道
有
淵
源　
　
　
　

豈
に
知
ら
ん
や 

王
道
に
淵
源
有
り

皇
統
綿
綿
幾
千
春　
　
　
　

皇
統
綿
綿
と
し
て 

幾
千
春
な
る
を

身
生　

皇
国
心
帰
賊　
　
　

身 

皇
国
に
生
ま
れ
て 

心
は
賊
に
帰
す

馬
兮
鹿
兮
彼
何
人　
　
　
　

馬
か
鹿
か 

彼
何
人
ぞ
や

漫
称
外
国
風
教
好　
　
　
　

漫
り
に
外
国
は
風
教
好
し
と
称
す
る
も

其
奈
追
年
働
乱
暴　
　
　
　

其
れ
年
を
追
う
て
乱
暴
を
働
く
を
奈
ん
せ
ん

君
不
見
百
千
万
歳
祖
宗
恩　

君
見
ず
や 

百
千
万
歳 

祖
宗
の
恩

彼
馬
鹿
輩
何
以
報　
　
　
　

彼
の
馬
鹿
の
輩 

何
を
以
て
か
報
ぜ
ん

其
の
言
鄙
俚
に
し
て
、
固
よ
り
一
時
の
戯
作
に
属
す
と
雖
も
、
亦
た
当
時
の
外
交
を
嫉

む
の
甚
だ
し
き
を
見
る
に
足
る
な
り
。」

因
み
に
こ
の
「
一
狂
生
」
と
は
旧
福
岡
藩
士
の
月
形
弘
な
る
人
物
だ
っ
た
ら
し
い
。（
同

じ
く
付
注
に
記
す
大
槻
文
彦
の
言
葉
。「
蒲
生
重
章
が
近
世
偉
人
伝
五
編
に
云
う
、
月
形

弘
は
旧
福
岡
藩
士
な
り
。
…
同
志
を
会
し
、
尊
攘
の
道
を
講
ず
。
時
に
東
北
陬
に
一
老
儒

有
り
、
蕃
学
を
好
み
、
和
議
を
主
と
す
。
弘 

其
の
七
古
の
韻
に
次
し
て
口
を
極
め
て
罵

詈
す
云
々
と
。
…
一
狂
生
と
は
蓋
し
是
れ
な
り
。」
）

三
　
獄
中
の
詩

慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、
一
八
六
八
）、
薩
長
を
中
心
と
す
る
新
政
府
軍
（
「
官
軍
」
）

と
奥
羽
列
藩
同
盟
（
「
朝
敵
」
）
と
の
間
で
戊
辰
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
き
、
磐
渓
は
朝
廷

へ
の
建
白
書
、
奥
羽
列
藩
同
盟
盟
約
書
、
輪
王
寺
宮
令
旨
の
起
草
に
与
っ
た
と
さ
れ
る
。

戦
争
終
結
後
、
そ
の
罪
で
断
罪
さ
れ
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
四
月
九
日
、
六
十
九
歳

で
獄
に
下
る
。
翌
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
元
旦
、
息
子
大
槻
文
彦
の
助
命
嘆
願
に
よ
り

出
獄
す
る
ま
で
、
約
九
か
月
を
牢
内
で
過
ご
し
た
。
こ
の
間
作
ら
れ
た
三
十
餘
首
の
詩
が

『
寧
静
閣
四
集
』
巻
二
、「
福
堂
詩
讖
」
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
三
首
を
読
ん
で

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

は
じ
め
に
「
獄
に
下
さ
れ
て
作
る
有
り
」
と
題
す
る
詩
。
戊
辰
の
戦
雲
の
非
な
る
こ
と

を
知
っ
た
磐
渓
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
八
月
、
家
族
を
伴
い
西
磐
井
郡
中
里
村
（
現
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一
関
市
中
里
町
）の
宗
家
大
槻
専
左
衛
門
の
家
に
退
居
。
九
月
逮
捕
さ
れ
て
仙
台
へ
護
送
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
四
月
九
日
に
揚
屋
〔
未
決
囚
の
獄
舎
〕
入
り
。
尋
問
は
無
し
。
こ

れ
は
そ
の
時
の
詩
で
あ
る
。

お
れ
に
ど
ん
な
罪
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。
お
れ
は
た
だ
の
「
乾
坤
の
一
蠹
魚
」
に
過
ぎ

ぬ
。
も
う
六
十
九
歳
。
死
ん
で
も
惜
し
く
は
な
い
、
と
意
気
軒
昂
た
る
詩
で
あ
る
。

　

下
獄
有
作　
　
　
　
　
　
　

獄
に
下
さ
れ
て
作
る
有
り

　
　
（
注
）
時
己
巳
四
月
九
日　

  （
注
）
時
に
己

つ
ち
の
と
み巳

四
月
九
日

忽
然
下
獄
定
何
辜　
　
　
　

忽こ
つ
ぜ
ん然

と
し
て
獄
に
下
さ
る 

定
め
て
何
の
辜つ

み

ぞ

臣
是
乾
坤
一
蠹
魚　
　
　
　

臣
は
是
れ
乾
坤
の
一
蠹と

ぎ
ょ魚

六
十
九
齢
寧
惜
死　
　
　
　

六
十
九
齢 
寧な

ん

ぞ
死
を
惜
し
ま
ん

関
心
唯
有
嚼
餘
書　
　
　
　

心
に
関
わ
る
は 
唯
だ
嚼か

み
餘
せ
る
書
の
有
る
こ
と
の
み

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
二
、「
福
堂
詩
讖
」
所
収
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
四
月
九
日
、

磐
渓
六
十
九
歳
の
作
。

○
己
巳　

つ
ち
の
と
み
。
明
治
二
年
。　

○
忽
然
下
獄
定
何
辜　

突
然
投
獄
さ
れ
た
が
、

結
局
、何
の
罪
か
。「
定
」
は
副
詞
で
畢
竟
、つ
ま
り
は
、結
局
。「
辜
」
は
つ
み
。「
無
辜
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。　

○
乾
坤
一
蠹
魚　
「
乾
坤
」
は
天
地
。「
蠹
魚
」
は
し
み
。
書

物
を
食
う
虫
。
自
分
は
天
地
の
間
の
一
匹
の
蠧
魚
に
す
ぎ
な
い
。
磐
渓
五
十
六
歳
の
時

の
詩
「
読
書
」
に
も
「
俯
仰 

文
字
に
老
ゆ
／
天
地
の
一
蠹
魚
」
と
あ
っ
た
。　

○
寧
惜

死　

ど
う
し
て
死
を
惜
し
も
う
か
。
も
う
十
分
、
年
を
取
っ
た
か
ら
、
い
つ
死
ん
で
も

い
い
。　

○
関
心
唯
有
嚼
餘
書　
「
嚼
み
餘
せ
る
書
」
と
は
蠹
魚
が
ま
だ
嚼
み
残
し
て

い
る
書
物
。
つ
ま
り
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
書
物
が
あ
る
の
が
、
自
分
に
は
「
関
心
」
心

に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
が
残
念
。

次
に
「
半
夜 

夢
醒
む
」
と
題
す
る
詩
。
作
ら
れ
た
時
期
は
明
確
で
な
い
が
、
下
獄
後
、

六
月
に
は
「
勤
仕
中
不
届
の
儀
」
あ
り
と
し
て
永
揚
屋
〔
既
決
囚
・
終
身
刑
の
受
刑
者
の

入
る
獄
舎
〕
入
り
と
な
っ
て
お
り
、
刑
死
を
免
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
。「
陰
風
」
の

語
が
詩
中
に
あ
る
か
ら
、
は
や
秋
冬
の
こ
ろ
か
。
先
の
「
獄
に
下
さ
れ
て
作
る
有
り
」
の

詩
が
下
獄
当
初
の
昂
然
た
る
心
を
歌
っ
て
い
た
の
に
比
し
て
、こ
の
詩
は
陰
鬱
を
極
め
る
。

こ
の
詩
に
は
杜
甫
や
蘇
東
坡
の
詩
の
影
響
が
深
く
影
を
落
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
杜
甫

の
「
李
白
を
夢
む
二
首 

其
の
一
」
で
あ
る
。
李
白
は
永
王
の
乱
で
反
逆
罪
に
問
わ
れ
、
尋

陽
の
獄
に
繋
が
れ
た
が
、
そ
の
と
き
杜
甫
は
李
白
の
夢
を
見
て
心
配
す
る
。「
…
／
魂
の

来
る
や
楓
葉
青
し
／
魂
の
帰
る
や
関
塞
黒
し
／
君
は
今 

羅
網
に
在
る
に
／
何
を
以
て
か

羽
翼
有
る
／
落
月 

屋
梁
に
満
つ
／
猶
お
疑
う 

顔
色
を
照
ら
す
か
と
／
…
」。　

ま
た
宋
の
蘇
軾
が
朝
政
誹
謗
の
か
ど
で
御
史
台
の
獄
に
下
っ
た
時
に
詠
ん
だ
詩
、「
予 

事
を
以
て
御
史
台
の
獄
に
繋
が
る
。
…
自
ら
度
る
に
堪
う
る
こ
と
能
わ
ず
、
獄
中
に
死
し

て
、
子
由
（
弟
の
蘇
轍
）
と
一
別
す
る
を
得
じ
と
。
故
に
二
詩
を
作
り
て
、
…
以
て
子
由

に
遺
る 

二
首
」
の
詩
も
、
獄
中
の
磐
渓
の
意
識
の
底
に
あ
っ
た
。（
磐
渓
に
は
「
蘇
東
坡

の
獄
中
の
作
に
和
し
て
以
て
懐
い
を
言
う
」
と
い
う
詩
も
あ
る
。）
蘇
軾
の
詩
（
其
の
二
）

に
は
云
う
。「
柏
台
の
霜
気 

夜
凄
凄
／
風 

琅
璫
を
動
か
し
て 

月
低
き
に
向
う
／
夢
は
雲

山
を
繞
り
て 

心
は
鹿
に
似
た
り
／
魂
は
湯
火
に
驚
き 

命
は
鶏
の
如
し
／
…
」。

三
句
目
の
「
老
梟
」
ふ
く
ろ
う
は
中
国
で
は
古
来
、
不
吉
の
鳥
、
死
の
象
徴
で
あ
る
。

文
字
も
「
悪
」「
陰
」「
冥
」「
歇
」「
缺
」
な
ど
す
べ
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
言
葉
が
連

な
る
。
し
か
も
「
悪
」「
歇
」「
缺
」
は
促
音
。

　

半
夜
夢
醒　
　
　
　
　
　
　

半
夜 

夢
醒
む

悪
夢
悩
人
眠
乍
醒　
　
　
　

悪
夢 

人
を
悩
ま
し
て 

眠
り
乍た

ち
まち

醒
む

陰
風
吹
髪
夜
冥
冥　
　
　
　

陰
風 

髪
を
吹
い
て 

夜
冥
冥

老
梟
林
外
一
聲
歇　
　
　
　

老
ろ
う
き
ょ
う梟 

林
外 

一
聲
歇や

み

缺
月
射
窓
松
影
青　
　
　
　

缺
月 

窓
を
射
て 

松
影
青
し

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
二
、「
福
堂
詩
讖
」
所
収
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
磐
渓

六
十
九
歳
の
作
。

○
半
夜　

真
夜
中
。　

○
眠
乍
醒　
「
乍
」
は
た
ち
ま
ち
。
不
意
に
。
眠
り
か
ら
不
意

に
目
覚
め
た
。　

○
陰
風　

陰
気
な
風
。ま
た
冬
の
冷
た
い
風
。　

○
夜
冥
冥　
「
冥
冥
」

は
暗
い
さ
ま
。　

○
老
梟　

老
い
た
ふ
く
ろ
う
。
鵩
鳥
。
中
国
で
は
古
来
、
不
吉
の
鳥

と
さ
れ
、
鵩
鳥
が
部
屋
に
入
る
と
そ
の
人
は
死
ぬ
と
言
わ
れ
た
（
漢
・
賈
誼
「
服
鳥
の

賦
」
）。　

○
林
外　

林
の
そ
と
。
林
の
向
こ
う
。　

○
一
聲
歇　
「
歇
」
は
な
く
な
っ

て
や
む
。
一
声
鳴
い
た
か
と
思
う
と
、
後
は
し
い
ん
と
静
ま
り
返
る
。　

○
缺
月
射

大槻磐渓の漢詩
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窓　

欠
け
た
月
が
窓
に
射
し
込
む
。　

○
松
影
青　

松
の
影
が
青
黒
く
映
る
。
杜
甫
の

「
李
白
を
夢
む
二
首 

其
の
一
」
に
「
魂
の
来
る
や
楓
葉
青
し
」。

次
は
「
獄
夜
二
首　

其
の
二
」。
戦
犯
者
と
し
て
獄
に
繋
が
れ
て
い
た
玉
蟲
左
太
夫
、

若
生
文
十
郎
、
栗
村
五
郎
七
郎
ら
が
次
々
と
斬
首
の
刑
に
遭
っ
た
。
そ
し
て
今
朝
が
た
、

隣
の
牢
獄
に
入
っ
て
い
た
誰
か
が
ま
た
斬
首
の
刑
に
遭
い
、
バ
サ
ッ
と
首
を
斬
ら
れ
る
音

が
牢
内
に
響
い
た
、
と
い
う
慄
然
た
る
詩
で
あ
る
。
大
槻
文
彦
「
磐
渓
事
略
」
に
、
出
獄

後
の
磐
渓
か
ら
直
接
聞
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
獄
に
あ

る
者
が
処
刑
さ
れ
る
時
は
、獄
吏
が
来
て
獄
屋
の
入
り
口
を
開
け
て
、「
何
の
誰
殿
、お
出
っ

き
り
で
ご
ざ
い
」
と
云
う
。
是
れ
は
死
刑
と
い
う
意
味
な
の
だ
。
本
人
は
嘆
息
の
声
を
発

す
る
。
同
室
の
者
は
悼
む
。
飯
の
餘
り
で
獄
屋
で
造
っ
た
酒
を
酌
み
か
わ
し
な
ど
し
て
本

人
は
出
て
行
っ
て
、
斬
ら
れ
る
音
が
獄
内
へ
聞
こ
え
る
。
磐
渓
先
生
も
其
音
を
聞
か
れ
た

そ
う
だ
。」

　

獄
夜
二
首　

其
二　
　
　
　

獄
夜
二
首　

其
の
二

老
樹
陰
深
暁
色
暝　
　
　
　

老
樹 

陰
深 

暁
色
暝く

ら

し

人
聲
徹
耳
夢
驚
醒　
　
　
　

人
聲 

耳
に
徹
し
て 

夢
驚
き
醒
む

起
来
毛
髪
森
然
豎　
　
　
　

起
き
来
れ
ば 

毛
髪 

森し
ん
ぜ
ん然

と
し
て
豎た

つ

比
局
今
朝
斬
首
刑　
　
　
　

比
局 

今
朝 

斬
首
の
刑
あ
り

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
二
、「
福
堂
詩
讖
」
所
収
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
磐
渓

六
十
九
歳
の
作
。

○
陰
深　

く
ら
い
さ
ま
。
幽
暗
な
さ
ま
。　

○
暁
色
暝　

夜
明
け
前
の
空
は
ま
だ
暗
が

り
の
中
に
あ
る
。　

○
人
聲
徹
耳　

獄
吏
が
囚
人
を
呼
び
出
す
声
が
耳
に
は
っ
き
り
と

聞
こ
え
た
。　

○
夢
驚
醒　

夢
か
ら
は
っ
と
目
覚
め
る
。　

○
毛
髪
森
然
豎　
「
森
然
」

は
多
く
並
び
立
つ
さ
ま
。
ま
た
ぞ
っ
と
す
る
さ
ま
。「
豎
」
は
立
つ
。　

○
比
局　

隣

の
部
屋
（
牢
獄
）。

そ
の
後
、
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
元
旦
、
病
気
危
篤
と
い
う
名
目
で
出
獄
を
許
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
磐
渓
門
人
で
一
関
出
身
の
牢
医 

鈴
木
玄
龍
が
取
り
計
ら
っ
た
臨
機
の

処
置
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
息
子
文
彦
の
懸
命
の
助
命
嘆
願
活
動
が
あ
っ
た
。
当
日

の
朝
、未
だ
出
獄
の
許
可
が
下
り
る
前
に
作
っ
た
詩「
庚
午
獄
中
元
日
」は
後
に
触
れ
る
が
、

そ
の
詩
の
後
書
に
「
是
の
日
報
有
り
、
病
を
以
て
帰
養
を
允ゆ

る

さ
る
。
感
泣
し
て
輿こ

し

に
就
き

獄
門
を
出
ず
れ
ば
、
則
ち
城
鼓
辰
刻
（
午
前
八
時
ご
ろ
）
を
報
ず
と
云
う
。」
と
あ
る
。

四
　
狼
の
詩

出
獄
後
し
ば
ら
く
は
仙
台
に
蟄
居
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
四
月
二
四
日
に
な
っ
て

完
全
に
赦
免
と
な
り
、
四
月
二
九
日
に
仙
台
を
離
れ
上
京
す
る
。

こ
の
仙
台
蟄
居
中
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
面
白
い
詩
が
あ
る
。
そ
の
四
年
前
の
慶
応

三
年
（
一
八
六
七
）
に
岩
手
県
江
差
郡
で
起
っ
た
事
件
、
あ
る
農
夫
が
狼
に
襲
わ
れ
た
の

を
、
そ
の
妻
が
狼
に
立
ち
向
か
っ
て
夫
を
助
け
、
狼
を
生
け
捕
り
に
し
た
と
い
う
事
件
で

あ
る
。
仙
台
蟄
居
中
に
そ
の
い
き
さ
つ
を
伝
聞
し
た
磐
渓
は「
狼
を
縛
る
行う

た

」一
首
を
作
っ

て
こ
の
烈
婦
を
顕
彰
し
た
。
詩
は
ま
る
で
現
場
に
居
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
、
生
き
生
き

と
描
か
れ
て
お
り
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
文
学
の
傑
作
、
杜
甫
の
三
吏
三
別
の
向
こ
う
を
張

る
ご
と
き
秀
作
で
あ
る
。

し
か
も
、
結
尾
の
四
句
、「
匹
婦
も
害
を
除
く 

此
の
如
き
有
り
／
城
中
の
法
吏 

能
く

恥
ず
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
／
君
見
ず
や 

漢
安
の
御
史 

其
の
姓
は
張
／
狐
狸
を
問
わ
ず
し

て 

豺
狼
を
問
う
を
」
に
は
明
ら
か
に
含
む
と
こ
ろ
が
あ
る
。「
豺
狼
道
に
当
る
（
＝
姦
臣

が
政
権
を
握
っ
て
い
る
）、
安
ん
ぞ
狐
狸
を
問
わ
ん
」
と
言
っ
て
巨
悪
に
立
ち
向
か
っ
た

後
漢
の
御
史 

張
綱
の
例
を
挙
げ
、
本
当
に
凶
悪
な
る
も
の
を
の
さ
ば
ら
せ
て
お
い
て
、

小
者
を
と
ら
え
て
満
足
し
て
い
る
小
吏
に
対
し
て
、磐
渓
は
云
う
、こ
の
狼
に
立
ち
向
か
っ

た
勇
敢
な
妻
を
見
習
う
が
い
い
。「
城
中
の
法
吏 

能
く
恥
ず
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
」
と
。

自
分
を
捕
ら
え
苛
ん
だ
役
人
ど
も
に
対
す
る
面
当
て
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

縛
狼
行 【
原
注
】
江
刺
郡
歌
書
村
農
栄
之
助
妻
、
事
在
慶
應
三
年
四
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狼
を
縛
る
行う

た　
　

江
刺
郡
歌う

た
が
き書

村
の
農 

栄
之
助
が
妻
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
は
慶
應
三
年
四
月
五
日
に
在
り
。

歌
書
村
裏
農
夫
栄　
　
　
　

歌
書
村
裏
の
農
夫 

栄

其
妻
縛
狼
事
可
驚　
　
　
　

其
の
妻 

狼
を
縛
す 

事
驚
く
可
し
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栄
乗
薄
晩
巡
馬
房　
　
　
　

栄 

薄
晩
に
乗
じ
て 

馬ば
ぼ
う房

を
巡
る

有
狼
衝
突
栄
輒
僵　
　
　
　

狼
有
り
衝
突
し 

栄
輒す

な
わち

僵た
お

る

狼
跨
其
上
噬
左
手　
　
　
　

狼 

其
の
上
に
跨
り 

左
手
を
噬か

む

栄
極
腕
力
壓
狼
首　
　
　
　

栄 

腕
力
を
極
め
て
狼
の
首こ

う
べを

壓
す

妻
飛
炬
火
来
燭
之　
　
　
　

妻 

炬
火
を
飛
ば
し 

来
り
て
之
を
燭
せ
ば

夫
被
狼
伏
身
殆
危　
　
　
　

夫 

狼
に
伏
せ
ら
れ 

身
殆あ

や
う危

し

急
取
勁
縄
抉
両
齶　
　
　
　

急
ぎ
勁
縄
を
取
り 

両り
ょ
う
が
く

齶
を
抉え

ぐ

る

麻
索
縦
横
縛
其
脚　
　
　
　

麻
索
も
て
縦
横
に
其
の
脚
を
縛
り

繋
之
大
橛
防
奔
逸　
　
　
　

之
を
大だ

い
け
つ橛

に
繋
ぎ
て 

奔
逸
を
防
ぐ

栄
也
裹
創
纔
入
室　
　
　
　

栄
や
創き

ず

を
裹つ

つ

み
て
纔わ

ず

か
に
室
に
入
る

人
性
誰
無
惻
隠
心　
　
　
　

人
性 
誰
か
惻そ

く
い
ん隠

の
心
無
か
ら
ん

妻
之
救
夫
情
何
深　
　
　
　

妻
の
夫
を
救
う 
情 

何
ぞ
深
き

而
況
倉
卒
収
暴
怒　
　
　
　

而
る
を
況
ん
や
倉
卒
に
暴
怒
を
収
め

不
出
打
殺
出
生
捕　
　
　
　

打
殺
す
る
に
出
ず
し
て
生
捕
り
に
出
る
を
や

漢
律
捕
豺
購
錢
百　
　
　
　

漢
律 

豺
を
捕
う
れ
ば
錢
百
に
購
う

今
日
賜
金
誰
曰
薄　
　
　
　

今
日
の
賜
金 

誰
か
薄
し
と
曰
わ
ん

匹
婦
除
害
有
如
此　
　
　
　

匹
婦
も
害
を
除
く 

此
の
如
き
有
り　

城
中
法
吏
能
無
耻　
　
　
　

城
中
の
法
吏 

能
く
恥
ず
る
こ
と
無
か
ら
ん
や

君
不
見
漢
安
御
史
其
姓
張　

君
見
ず
や 

漢
安
の
御
史 

其
の
姓
は
張

不
問
狐
狸
問
豺
狼　
　
　
　

狐
狸
を
問
わ
ず
し
て 

豺
狼
を
問
う
を

【
原
注
】
埤
雅
云
、漢
律
、捕
虎
一
購
錢
三
千
、捕
豺
一
購
錢
百
。
漢
安
、後
漢
順
帝
年
号
。

張
、
張
綱
也
。

　
　
　

埤
雅
に
云
う
、
漢
律
に
、
虎
を
捕
う
る
こ
と
一
な
れ
ば
錢
三
千
に
購
う
、
豺

を
捕
う
る
こ
と
一
な
れ
ば
錢
百
に
購
う
。
漢
安
は
後
漢
・
順
帝
の
年
号
な
り
。

張
は
張
綱
な
り
。

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
二
、
磐
渓
詩
鈔
四
編
所
収
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
磐
渓

七
十
一
歳
の
作
。

○
江
刺
郡
歌
書
村　

現
在
の
岩
手
県
奥
州
市
江
刺
区
広
瀬
。　

○
慶
應
三
年
四
月
五

日　

一
八
六
七
年
。　

○
乗
薄
晩
巡
馬
房　

夕
暮
れ
時
に
馬
小
屋
を
見
に
行
っ
た
。「
薄

晩
」
は
晩
に
せ
ま
る
の
意
。　

○
有
狼
衝
突
栄
輒
僵　

狼
が
突
進
し
て
き
て
栄
之
助
は

押
し
倒
さ
れ
た
。　

○
妻
飛
炬
火
来
燭
之　

妻
が
急
い
で
松
明
を
点
し
て
こ
れ
を
照
ら

す
と
。　

○
殆
危　

殆
も
危
も
あ
や
う
い
。　

○
急
取
勁
縄
抉
両
齶　

急
い
で
丈
夫
な

縄
を
取
っ
て
狼
の
歯
茎
を
こ
じ
開
け
た
。　

○
大
橛　

大
き
な
杭
。　

○
裹
創
纔
入

室　

傷
口
を
包
ん
で
や
っ
と
の
こ
と
で
家
の
中
に
逃
げ
た
。　

○
惻
隠
心　

深
く
痛

ま
し
く
思
う
心
。
孟
子
・
公
孫
丑
上
に
「
今
、
人
乍
ち
孺
子
の
将
に
井
に
入
ら
ん
と
す

る
を
見
れ
ば
、
皆
怵
惕
惻
隠
の
心
有
り
。」　

○
倉
卒　

に
わ
か
な
さ
ま
。
あ
わ
た
だ
し

い
さ
ま
。　

○
漢
律
捕
豺
購
錢
百　

磐
渓
の
自
注
に
云
う
、「
埤
雅
に
云
う
、
漢
律
に
、

虎
を
捕
う
る
こ
と
一
な
れ
ば
錢
三
千
に
購
う
。
豺
を
捕
う
る
こ
と
一
な
れ
ば
錢
百
に
購

う
。」　

○
今
日
賜
金
誰
曰
薄　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
狼
の
捕
獲
に
対
し

て
各
藩
・
県
か
ら
御
褒
美
錢
・
報
労
金
が
出
さ
れ
て
い
た
様
子
は
、
遠
藤
公
男
『
ニ
ホ

ン
オ
オ
カ
ミ
の
最
後
』（
二
○
一
八
年
、
山
と
渓
谷
社
）
に
詳
し
い
。
同
書
に
拠
れ
ば
、

時
代
は
下
る
が
、
明
治
八
年
の
岩
手
県
の
狼
捕
獲
の
報
労
金
は
雌
狼
一
頭
八
円
、
雄
狼

一
頭
七
円
、子
狼
一
頭
二
円
。当
時
、戸
長（
後
の
村
長
）の
月
給
が
米
二
石（
六
円
程
度
）

だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
一
頭
七
～
八
円
と
い
う
の
は
か
な
り
の
高
額
で
あ
る
。　

○
漢

安　

後
漢
の
順
帝
の
年
号
。
一
四
二
～
一
四
四
。　

○
御
史
其
姓
張
／
不
問
狐
狸
問

豺
狼　

後
漢
の
御
史 

張
綱
は
漢
安
の
初
め
、
風
俗
を
徇
行
せ
よ
と
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
、

餘
人
が
み
な
視
察
に
出
か
け
た
の
に
、
独
り
そ
の
車
輪
を
洛
陽
都
亭
に
埋
め
、「
豺
狼

道
に
当
る
（
＝
姦
臣
が
政
権
を
握
っ
て
い
る
）、
安
ん
ぞ
狐
狸
を
問
わ
ん
」
と
い
っ
て
、

大
将
軍
梁
冀
・
河
南
尹
不
疑
等
の
姦
悪
十
五
事
を
劾
奏
し
た
。
話
は
後
漢
書
・
張
綱
伝
、

蒙
求
・
巻
中
（
張
綱
埋
輪
）
に
見
え
る
。

五
　
旅
の
詩

江
戸
の
漢
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
旅
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
漢
詩
を
詠
む
と
い
う
行
為

を
必
ず
伴
う
の
で
あ
っ
た
。
旅
に
出
れ
ば
漢
詩
を
詠
む
。
そ
の
結
果
、
紀
行
文
を
書
く
よ

う
に
行
く
先
々
で
多
く
の
漢
詩
が
詠
ま
れ
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
、
磐
渓
の
詩
の
な
か
で
も
特
に
有
名
な
「
平
泉
懐
古
」（
天
保

一
二
年
〔
一
八
四
一
〕、
四
十
一
歳
の
作
）
と
、
晩
年
七
十
歳
の
と
き
、
松
島
及
び
作
並
温

大槻磐渓の漢詩
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泉
を
訪
れ
た
折
の
作
品
を
読
ん
で
み
る
こ
と
に
す
る
。

は
じ
め
に
平
泉
の
中
尊
寺
金
色
堂
を
訪
ね
た
折
の
懐
古
詩
「
平
泉
懐
古
」
其
の
二
。
前

半
二
句
で
藤
原
氏
三
代
の
栄
華
を
「
帝
京
（
京
都
）
」
に
も
擬
す
と
か
「
朱
楼
」「
碧
殿
」

と
い
っ
た
色
彩
豊
か
な
表
現
で
偲
ぶ
。
後
半
二
句
で
は
一
転
し
て
視
点
が
現
代
に
戻
り
、

夜
の
暗
闇
を
背
景
に
「
東
山
の
月
」
と
「
金
色
堂
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
趣
向
で

あ
る
。懐
古
詩
の
常
と
し
て
、華
や
か
な
過
去
と
さ
び
れ
た
現
在
を
対
比
さ
せ
る
形
に
な
っ

て
は
い
る
が
、
昔
に
変
わ
ら
ず
金
色
に
輝
く
金
色
堂
を
、
夜
の
暗
闇
の
中
に
く
っ
き
り
と

描
い
て
見
せ
た
こ
の
趣
向
は
、
常
道
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
ま
こ
と
に
映
像
的
で
美
し
い
。

ま
る
で
蒔
絵
の
よ
う
で
あ
る
。

三
句
目
の
「
只
今
唯
だ
有
り
」
云
々
の
句
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
李
白
の
懐
古
詩
「
蘇

台
覧
古
」
に
「
只
今　

惟
だ
西
江
の
月
の
み
有
り
て
／
曽
て
照
ら
す
呉
王
宮
裏
の
人
」、
ま

た
「
越
中
覧
古
」
に
「
只
今
惟
だ
鷓
鴣
の
飛
ぶ
有
る
の
み
」
と
あ
る
の
に
倣
っ
た
表
現
で
あ

る
。

　

平
泉
懐
古
二
首 

其
二　
　

  

平
泉
懐
古
二
首 

其
の
二

三
世
豪
華
擬
帝
京　
　
　
　

三
世
の
豪
華 

帝
京
に
擬
す

朱
楼
碧
殿
接
雲
長　
　
　
　

朱
楼 

碧
殿 

雲
に
接
し
て
長
し

只
今
唯
有
東
山
月　
　
　
　

只
今 

唯
だ 

東
山
の
月
の
み
有
り
て

来
照
当
年
金
色
堂　
　
　
　

来
り
照
ら
す 

当
年
の
金
色
堂

△
『
寧
静
閣
一
集
』
磐
渓
詩
鈔
巻
三
、天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
磐
渓
四
十
一
歳
の
作
。

○
三
世　

奥
州
藤
原
氏
の
清
衡
・
基
衡
・
秀
衡
の
三
代
。　

○
豪
華　

非
常
に
ぜ
い
た

く
で
派
手
な
様
子
。
杜
甫
「
曲
江
三
章 

章
五
句
」
其
の
二
に
「
比
屋
の
豪
華 

固
よ
り
数

え
難
し
」。　

○
帝
京　

天
子
の
都
。
京
都
を
指
す
。　

○
朱
楼
碧
殿　
「
朱
楼
」
は
朱

塗
り
の
高
楼
。「
碧
殿
」
は
碧
色
に
輝
く
宮
殿
。
白
居
易
「
驪
山
高
」
に
「
高
高
た
る
驪

山 

上
に
宮
有
り
／
朱
楼
紫
殿 

三
四
重
」。　

○
只
今
唯
有　

今
は
た
だ
…
が
あ
る
ば

か
り
。
李
白
の
懐
古
詩
「
蘇
台
覧
古
」
に
「
只
今　

惟
だ
西
江
の
月
の
み
有
り
て
／
曽

て
照
ら
す
呉
王
宮
裏
の
人
」、
ま
た
「
越
中
覧
古
」
に
「
只
今
惟
だ
鷓
鴣
の
飛
ぶ
有
る
の

み
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
表
現
。　

○
当
年　

往
年
、
そ
の
む
か
し
。　

○
金
色
堂　

岩
手
県
平
泉
の
中
尊
寺
に
あ
る
藤
原
清
衡
・
基
衡
・
秀
衡
三
代
の
廟
堂
。
天
治
元
年

（
一
一
二
四
）
清
衡
が
建
立
。
中
尊
寺
創
建
当
時
の
ま
ま
の
遺
構
で
、
内
外
を
黒
漆
で

塗
り
、
金
箔
を
押
し
た
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

次
は
「
鹽
松
紀
游
三
十
首
」、
塩
竃
・
松
島
に
遊
ん
だ
と
き
の
詩
の
其
の
九
。
七
十
歳

の
作
。
出
獄
後
の
疲
弊
し
た
身
体
を
養
っ
て
い
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

松
島
を
船
で
遊
覧
す
れ
ば
、
日
暮
れ
、
に
わ
か
に
夕
立
が
立
ち
、
せ
っ
か
く
昇
っ
た
月

を
ま
っ
黒
な
雲
が
包
ん
で
連
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
見
れ
ば
雲
の
わ
ず
か
な
隙
間

か
ら
月
影
が
差
し
、
そ
の
光
が
海
上
に
落
ち
て
、
波
が
キ
ラ
キ
ラ
と
金
色
に
輝
い
て
い
る

…
。
こ
れ
も
前
の
詩
と
同
じ
く
、
黒
い
空
と
海
を
バ
ッ
ク
に
、
雲
間
か
ら
わ
ず
か
に
漏
れ

る
月
の
光
と
水
面
の
金
の
さ
ざ
波
を
描
い
て
、
た
い
へ
ん
印
象
的
。
磐
渓
は
こ
う
い
う
組

み
合
わ
せ
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
詩
は
蘇
東
坡
の
「
六
月
二
十
七
日
望
湖
楼
酔
書
五
絶 

其
の
一
」
に
「
黒
雲 

墨
を
翻

し
て
未
だ
山
を
遮
ら
ず
／
白
雨 

珠
を
跳
ら
せ
て
乱
れ
て
船
に
入
る
／
地
を
巻
き
風
来
り

て
忽
ち
吹
き
散
じ
／
望
湖
楼
下 

水 

天
の
如
し
」
と
あ
り
、
ま
た
「
望
湖
楼
晩
景
五
絶 

其

の
二
」
に
「
横
風 

雨
を
吹
い
て
楼
に
入
り
て
斜
め
に
／
壮
観 

応
に
須
ら
く
好
句
も
て
誇

る
べ
し
／
雨
過
ぎ
潮
平
ら
か
に
し
て 

江
海
碧
な
り
／
電
光
時
に
掣
す 

紫
金
の
蛇
」
と
あ

る
の
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
暗
い
背
景
を
バ
ッ
ク
に
金
色
を
輝

か
せ
る
と
い
う
描
き
方
も
、
こ
の
蘇
東
坡
の
「
電
光
時
に
掣
す 

紫
金
の
蛇
」
と
い
う
表
現

に
触
発
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

鹽
松
紀
游
三
十
首 

其
九  　

鹽
松
紀
游
三
十
首 

其
の
九

晩
来
白
雨
入
船
多　
　
　
　

晩
来 

白
雨 

船
に
入
り
て
多
し

奇
景
使
人
呼
奈
何　
　
　
　

奇
景 

人
を
し
て
奈い

か
ん何

と
呼さ

け

ば
し
む

潑
墨
滃
雲
包
月
去　
　
　
　

潑は
つ

墨ぼ
く 

滃お
う

雲う
ん 

月
を
包
ん
で
去
り

餘
光
落
海
碎
金
波　
　
　
　

餘
光 

海
に
落
ち
て 

金
波
を
碎く

だ

く

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
二
、
松
島
奇
賞　

所
収
。
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
中
秋
、
磐
渓

七
十
歳
の
作
。

○
鹽
松　

鹽
竈
・
松
島
。　

○
白
雨　

に
わ
か
あ
め
。夕
立
。李
白「
鰕
湖
に
宿
る
」に「
白

雨
寒
山
に
映
じ
／
森
森
と
し
て
銀
竹
に
似
た
り
」。
蘇
軾
「
六
月
二
十
七
日
望
湖
楼
酔
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書
五
絶 

其
の
一
」
に
「
黒
雲 

墨
を
翻
し
て
未
だ
山
を
遮
ら
ず
／
白
雨 

珠
を
跳
ら
せ
て

乱
れ
て
船
に
入
る
」。　

○
入
船
多　

雨
が
ザ
ー
ッ
と
船
の
中
に
降
り
込
む
。
蘇
軾
同

上
詩
に「
白
雨 

珠
を
跳
ら
せ
て
乱
れ
て
船
に
入
る
」。　

○
奇
景　

め
ず
ら
し
い
景
観
。

○
使
人
呼
奈
何　

見
る
者
に
「
な
ん
と
ま
あ
！
」
と
叫
ば
せ
る
。　

○
潑
墨　

墨
を
ば

ら
ま
い
た
よ
う
に
空
が
一
面
暗
く
な
る
。
蘇
軾
同
上
詩
に
「
黒
雲 

墨
を
翻
し
て
未
だ

山
を
遮
ら
ず
」。
陸
游
「
雪
中
」
に
「
暮
雲 

潑
墨
の
ご
と
く
／
春
雪 

花
を
成
さ
ず
」。　

○
滃
雲　

勢
い
よ
く
沸
き
起
こ
る
雲
。
漢
・
賈
誼
「
旱
雲
の
賦
」
に
「
遥
か
に
白
雲
の

蓬
勃
た
る
を
望
め
ば
／
滃
滃
澹
澹
と
し
て
妄
り
に
止
む
」。

次
は
「
十
月
柵
南
の
温
湯
に
游
浴
す
」。
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
十
月
、
磐
渓
七
十
歳

の
作
。「
柵
南
」
と
は
作
並
温
泉
の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
出
獄
後
の
衰
え
た
身
体
を

癒
や
そ
う
と
、
晩
秋
の
一
日
、
仙
台
の
奥
座
敷
と
い
わ
れ
る
作
並
温
泉
に
湯
治
に
出
か
け

た
の
で
あ
ろ
う
。
夜
更
け
て
し
ー
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
宿
の
部
屋
に
、
渓
流
の
音
だ
け
が

耳
に
立
つ
。
見
上
げ
れ
ば
黒
々
と
し
た
山
々
の
上
、
ま
る
い
月
が
小
さ
く
光
っ
て
い
る
。

上
の
二
首
と
同
じ
く
漆
黒
の
夜
空
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
月
の
金
色
の
描
写
。
し
か
し
こ
の
詩

の
眼
目
は
む
し
ろ
静
か
な
夜
更
け
の
宿
に
横
た
わ
る
老
人
の
耳
に
響
く
ザ
ー
ザ
ー
と
い
う

渓
流
の
音
。

　

十
月
游
浴
柵
南
温
湯
四
首 

其
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
柵
南
の
温
湯
に
游
浴
す
四
首 

其
の
三

蒸
煙
浮
処
是
温
源　
　
　
　

蒸
煙
浮
か
ぶ
処 

是
れ
温
源

幾
客
来
投
巌
畔
村　
　
　
　

幾
客
か
来
り
投
ず
る 

巌
畔
の
村

夜
久
楼
楼
人
語
寂　
　
　
　

夜
久
し
う
し
て
楼
楼 

人
語
寂
た
り

山
高
月
小
水
聲
喧　
　
　
　

山
高
く
月
小
に
し
て 

水
聲
喧
し

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
二
、
磐
渓
詩
鈔
四
編
所
収
。
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
十
月
、
磐

渓
七
十
歳
の
作
。

○
游
浴　

出
か
け
て
行
っ
て
温
泉
に
入
る
。　

○
柵
南
温
湯　

作
並
温
泉
。　

○
巌
畔

村　

渓
谷
の
険
し
い
崖
の
ほ
と
り
の
村
。　

○
水
聲
喧　

渓
谷
の
水
音
が
高
く
響
く
。

六
　
花
の
詩

花
の
詩
を
二
首
挙
げ
て
お
く
。
ま
ず
「
梅
を
看
て
夜
帰
る
」。
明
確
な
作
詩
年
次
は
不

明
だ
が
、
五
十
三
歳
以
前
の
作
。
ひ
ね
も
す
梅
の
樹
の
下
で
酒
盛
り
を
し
て
、
い
つ
の
間

に
か
月
が
の
ぼ
り
夜
が
更
け
た
。
着
物
に
は
梅
の
香
が
染
み
つ
い
て
、
帰
っ
た
ら
妻
に
、

こ
ん
な
時
間
ま
で
何
を
し
て
い
ら
し
た
の
で
す
か
と
妬
ま
れ
そ
う
だ
、
と
巫
山
戯
て
い
る

の
は
、
何
や
ら
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

　

看
梅
夜
帰　
　
　
　
　
　
　

梅
を
看
て
夜
帰
る

尽
日
梅
辺
倒
酒
瓢　
　
　
　

尽
日 

梅
辺 

酒し
ゅ
ひ
ょ
う瓢

倒
る

賞
心
不
覚
月
臨
宵　
　
　
　

賞
心 

覚
え
ず 

月 

宵
に
臨
む

帰
来
恐
被
山
妻
妒　
　
　
　

帰
来 

恐
ら
く
は
山
妻
に
妒ね

た

ま
被れ

ん

衣
上
霊
香
拂
不
消　
　
　
　

衣
上
の
霊
香 

拂
え
ど
も
消
え
ず

△
『
寧
静
閣
二
集
』
巻
二
、
磐
渓
詩
鈔
二
編
、
一
百
詩
鈔
所
収
。
巻
頭
の
自
注
に
「
此

巻
不
復
記
支
干
」。
巻
末
に
嘉
永
癸
丑
（
六
年
）（
一
八
五
三
）
夏
六
月
の
自
識
あ
り
。

よ
っ
て
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
磐
渓
五
十
三
歳
以
前
の
作
。

○
梅
辺　

梅
の
樹
の
ほ
と
り
。
楊
万
里
「
周
仲
覚
に
和
す
」
に
「
春
は
梅
辺
に
在
り
て

動
き
／
寒
は
月
外
従
り
来
る
」。　

○
酒
瓢
倒　
「
酒
瓢
」
は
酒
を
容
れ
る
ふ
く
べ
。
ひ

ろ
く
酒
器
を
さ
す
。
唐
・
姚
合
「
田
卿
が
書
斎
即
事
を
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゆ
」
に
「
是

れ
相
尋
ぬ
る
こ
と
嬾
き
に
あ
ら
ず
／
君
を
煩
わ
し
て
酒
瓢
を
挙
げ
ん
」。「
酒
瓢
倒
る
」

と
は
酒
瓢
が
空
に
な
っ
て
倒
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
酒
を
飲
む
こ
と
。　

○
賞
心　

景

色
を
め
で
て
楽
し
む
心
。
謝
霊
運
「
魏
太
子
鄴
中
集
詩
序
に
擬
す
」
に
「
天
下
の
良
辰
・

美
景
・
賞
心
・
楽
事
、
四
者
は
并
せ
難
し
」。　

○
月
臨
宵　

名
月
が
宵
の
空
に
か
か

る
時
刻
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。　

○
山
妻　

元
来
は
隠
者
の
妻
を
指
す
言
葉
だ
が
、
の

ち
自
分
の
妻
を
謙
遜
し
て
言
う
。
杜
甫
「
孟
倉
曹 

趾
を
歩
ま
せ
新
た
な
る
酒
醤
二
物

の
器
に
満
た
せ
る
を
領
え
て
老
夫
に
遺
ら
る
」
に
「
生
を
理
む
る
に
那
ぞ
俗
を
免
れ
ん

／
方
法 
山
妻
に
報
ぜ
よ
」。　

○
霊
香　

神
奇
霊
妙
な
香
り
。
顧
況
「
八
月
五
日
の
歌
」

に
「
清
薬
霊
香 
幾
処
に
聞
く
／
鸞
歌
鳳
吹 

祥
雲
を
動
か
す
」。
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続
い
て
「
海
棠
の
雨
」。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
磐
渓
七
十
六
歳
の
作
。
杜
甫
に
は
海

棠
の
詩
が
無
い
と
い
う
こ
と
が
多
く
言
わ
れ
て
い
る
が
（
下
の
注
を
参
照
）、
杜
甫
の
「
春

夜 
雨
を
喜
ぶ
」
の
詩
に
「
暁
に
紅
の
湿
れ
る
処
を
看
れ
ば
／
花
は
錦
官
城
に
重
か
ら
ん
」

と
あ
る
の
は
ま
さ
に
海
棠
の
花
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
磐
渓
は
指
摘
す
る
。

杜
甫
の
詩
が
本
当
に
海
棠
を
歌
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
磐
渓
は
そ
の
よ
う
に

信
じ
て
こ
の
作
品
を
作
っ
て
い
る
。
起
承
の
二
句
「
枝
枝 

雨
を
帯
び
て
太
だ
多
情
／
嬌

態 

含
羞 

涙
に
声
有
り
」
は
雨
に
濡
れ
る
海
棠
の
花
を
描
い
て
、
ま
こ
と
に
艷
。
枝
か
ら

長
い
柄
を
の
ば
し
た
先
に
、
う
な
だ
れ
た
よ
う
な
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
さ
ま
は
、
ま
さ
に

「
嬌
態 

含
羞
」、
雨
に
濡
れ
る
さ
ま
は
ま
さ
に
「
涙
に
声
有
り
」
で
あ
る
。

　

海
棠
雨　
　
　
　
　
　
　
　

海か
い
ど
う棠

の
雨

枝
枝
帯
雨
太
多
情　
　
　
　

枝し

枝し 

雨
を
帯
び
て
太は

な
はだ

多
情

嬌
態
含
羞
涙
有
声　
　
　
　

嬌
態 

含
羞 

涙
に
声
有
り

誰
道
少
陵
無
一
句　
　
　
　

誰
か
道い

う 

少
陵
に
一
句
も
無
し
と

暁
紅
花
重
錦
官
城　
　
　
　

暁
に
紅
の
花
は
重
し 

錦
官
城

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
三
、
磐
渓
詩
鈔
五
編
所
収
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
磐
渓

七
十
六
歳
の
作
。

○
枝
枝
帯
雨
太
多
情　

海
棠
の
枝
枝
が
雨
を
含
ん
で
は
な
は
だ
風
情
が
あ
る
。「
多
情
」

は
い
か
に
も
感
情
に
富
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
。　

○
嬌
態
含
羞
涙
有

声　
「
嬌
態
」
は
な
ま
め
か
し
い
姿
。「
含
羞
」
は
は
じ
ら
う
、
は
に
か
む
。「
涙
有
声
」

は
涙
を
こ
ぼ
し
て
泣
い
て
い
る
よ
う
だ
。　

○
誰
道
少
陵
無
一
句　
「
少
陵
」
は
盛
唐

の
詩
人
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
○
）、
字
は
子
美
。
少
陵
と
号
し
た
。
杜
甫
に
海
棠
を

詠
ん
だ
詩
が
無
い
と
い
う
指
摘
は
、唐
末
の
鄭
谷
の
「
蜀
中
海
棠
を
賞
す
」
の
詩
に
「
浣

花
渓
上 

惆
帳
す
る
に
堪
う
／
子
美 

為
に
発
揚
す
る
に
心
無
し
」
と
あ
り
、
そ
の
自
注

に
「
杜
工
部 

西
蜀
に
居
り
し
に
、
詩
集
中
に
海
棠
の
題
無
し
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、

唐
末
に
既
に
若
干
見
え
る
が
、
宋
代
に
な
っ
て
か
ら
は
多
く
の
人
が
こ
の
こ
と
に
言
及

し
て
い
る
。
例
え
ば
梅
堯
臣
は
「
海
棠
」
の
詩
で
「
当
時
杜
子
美
／
吟
徧
き
も
独
り
〔
海

棠
を
〕
相
忘
る
」
と
言
い
、
王
安
石
も
「
微
之
と
同
に
梅
花
を
賦
し
て
香
字
を
得
た
り
」

其
の
二
に
「
少
陵 

爾
〔
梅
〕
に
詩
興
を
牽
か
る
る
も
／
可
是
〔
か
え
〕
っ
て
海
棠
を
賦

す
る
に
心
無
し
」
と
言
い
、
楊
万
里
も
「
海
棠
四
首
」
其
の
四
に
「
豈
に
是
れ
少
陵
に

句
子
無
か
ら
ん
や
／
少
陵
未
だ
見
ざ
る 

如
何
せ
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
。
詳
し
く
は
岩

城
秀
夫
『
中
国
人
の
美
意
識
』（
一
九
九
二
年
、
創
文
社
）
所
収
の
「
杜
甫
に
海
棠
の
詩

の
な
い
の
は
何
故
か
」
を
参
照
。　

○
暁
紅
花
重
錦
官
城　

杜
甫
の
「
春
夜
雨
を
喜
ぶ
」

の
詩
の
尾
聯
に
「
暁
に
紅
の
湿
れ
る
処
を
看
れ
ば
／
花
は
錦
官
城
に
重
か
ら
ん
」
と
あ

る
。
こ
の
「
花
」
を
牡
丹
の
花
と
解
す
る
者
が
多
い
が
、
磐
渓
は
海
棠
の
花
を
詠
ん
だ

句
と
見
て
い
る
。
宋
代
に
な
る
と
「
洛
陽
の
人
は
牡
丹
を
謂
い
て
花
と
為
し
、
成
都
の

人
は
海
棠
を
謂
い
て
花
と
為
す
」（
『
鶴
林
玉
露
』
巻
一
）
と
い
う
区
別
が
明
確
化
す
る

が
、
杜
甫
の
時
代
に
は
未
だ
必
ず
し
も
そ
う
い
う
区
別
は
な
い
の
で
、
こ
の
「
花
」
が

何
か
は
不
明
。

【
参
考
】
春
夜
喜
雨　
　
　
　

春
夜 

雨
を
喜
ぶ　
　
　
　
　

杜
甫

　
　

好
雨
知
時
節　
　
　

好
雨 

時
節
を
知
り

　
　

当
春
乃
発
生　
　
　

春
に
当
り
て
乃
ち
発
生
す

　
　

随
風
潜
入
夜　
　
　

風
に
随
い
て
潜
か
に
夜
に
入
り

　
　

潤
物
細
無
声　
　
　

物
を
潤
し
て
細
や
か
に
し
て
声
無
し

　
　

野
径
雲
倶
黒　
　
　

野
径 

雲
は
倶
に
黒
く

　
　

江
船
火
独
明　
　
　

江
船 

火
は
独
り
明
ら
か
な
り

　
　

暁
看
紅
湿
処　
　
　

暁
に
紅
の
湿
れ
る
処
を
看
れ
ば

　
　

花
重
錦
官
城　
　
　

花
は
錦
官
城
に
重
か
ら
ん

七
　
晩
年
の
詩

磐
渓
は
古
稀
を
獄
中
で
迎
え
た
。明
治
三
年（
一
八
七
○
）元
旦
の
詩「
庚
午
獄
中
元
日
」

が
残
っ
て
い
る
。
元
旦
に
「
囚
人
迎
え
得
た
り
古
稀
の
壽
」。
も
し
囚
人
で
な
け
れ
ば
こ

の
日
を
ど
う
過
ご
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
、「
是
れ
囚
人
な
ら
ず
ん
ば
奈
何
せ
ん
と
欲
す
る
」。

妻
や
子
ら
に
囲
ま
れ
た
古
稀
の
賀
な
ど
、獄
中
ひ
と
り
想
像
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

庚
午
獄
中
元
日　
　
　
　
　

庚こ
う

午ご

獄
中
元
日

臘
月
残
年
雪
裡
過　
　
　
　

臘ろ
う
げ
つ月

残
年
雪せ

つ
り裡

に
過
ぐ

今
朝
初
覚
日
光
多　
　
　
　

今
朝
初
め
て
覚
ゆ
日
光
多
き
を
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囚
人
迎
得
古
稀
壽　
　
　
　

囚
人
迎
え
得
た
り
古
稀
の
壽

不
是
囚
人
欲
奈
何　
　
　
　

是
れ
囚
人
な
ら
ず
ん
ば
奈い

か
ん何

せ
ん
と
欲
す
る

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
二
、「
福
堂
詩
讖
」
所
収
。
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
磐
渓
七
十

歳
の
作
。

○
庚
午　

か
の
え
う
ま
。
明
治
三
年
。　

○
臘
月　

十
二
月
。　

○
残
年　

生
き
な
が

ら
え
て
い
る
残
り
の
命
。
余
生
。
韓
愈「
左
遷
せ
ら
れ
て
藍
関
に
至
り
姪
孫
湘
に
示
す
」

に
「
敢
て
衰
朽
を
将
て
残
年
を
惜
し
ま
ん
や
」。　

○
雪
裡　

雪
の
中
。

し
か
し
同
日
朝
、
に
わ
か
に
「
病
気
危
篤
」
と
い
う
名
目
で
出
獄
の
許
可
が
下
り
た
こ

と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
年
数
か
月
は
仙
台
で
蟄
居
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
ま
で
た
だ
「
勤
仕
中
不
届
の
儀
」
あ
り
と
断
ぜ
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
も
の

が
、明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
四
月
に
な
っ
て
、維
新
政
府
か
ら
初
め
て
正
式
に
「
訊
問
状
」

が
下
さ
れ
、
朝
廷
へ
の
建
白
書
、
奥
羽
列
藩
同
盟
盟
約
書
、
輪
王
寺
宮
令
旨
の
起
草
な
ど
、

戊
辰
戦
争
時
の
嫌
疑
に
つ
き
六
か
条
の
訊
問
が
あ
っ
た
。
そ
の
認
否
が
済
ん
で
よ
う
や
く

赦
免
と
な
り
、
四
月
二
十
九
日
、
東
京
へ
向
か
う
。

五
月
八
日
、
東
京
着
。
そ
の
と
き
の
感
慨
を
歌
っ
た
の
が
「
入
都
」
の
詩
で
あ
る
。
戊

辰
の
戦
犯
と
し
て
死
を
迎
え
る
覚
悟
で
あ
っ
た
が
、
白
髪
頭
の
爺
が
ま
た
家
族
と
と
も
に

東
京
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
自
嘲
ぎ
み
に
歌
っ
て
い
る
。

　

入
都
【
原
注
】
辛
未
五
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
に
入
る
【
原
注
】
辛
未
五
月
八
日

故
山
埋
骨
計
還
空　
　
　
　

故
山
に
骨
を
埋
め
ん
と
す
る
も 

計
還
っ
て
空
し
く

世
態
変
遷
難
可
窮　
　
　
　

世
態
の
変
遷 

窮
む
可
き
こ
と
難
し

自
笑
白
頭
翁
七
十　
　
　
　

自
ら
笑
う 

白
頭
の
翁 

七
十

携
家
又
入
軟
紅
中　
　
　
　

家
を
携
え
て
又
た
入
る 

軟
紅
の
中

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
三
、
磐
渓
詩
鈔
五
編
所
収
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
磐
渓

七
十
一
歳
の
作
。

○
故
山　

故
郷
。　

○
世
態　

世
の
中
の
あ
り
さ
ま
。　

○
携
家　

家
族
を
伴
っ
て
。

○
軟
紅　

軟
紅
塵
。
繁
華
な
都
会
。
東
京
を
指
す
。

そ
の
後
、
磐
渓
は
晩
年
の
静
か
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
正
月
、
例
に
よ
っ
て
新
春
の
詩
を
詠
む
。
よ
く
も
生
き
て
き
た
も
の
だ
。

も
う
七
十
六
歳
に
な
る
。
八
歳
で
井
上
四
明
先
生
と
そ
の
孫
井
上
毅
斎
先
生
の
門
を
く
ぐ

り
、
素
読
の
勉
強
を
始
め
て
以
来
、
何
十
年
に
な
る
か
。
ま
る
で
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　

丙
子
一
月
一
日
随
例
賦
二
絶
句　

其
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丙
子
一
月
一
日
、
例
に
随
い
て
二
絶
句
を
賦
す　

其
の
二

喜
迎
七
十
六
年
春　
　
　
　

喜
び
迎
う 

七
十
六
年
の
春

游
戯
人
間
未
死
身　
　
　
　

人じ
ん
か
ん間

に
游
戯
し
て 

未
だ
死
せ
ざ
る
身

却
算
垂
髫
就
師
日　
　
　
　

却
っ
て
垂

す
い
ち
ょ
う髫 

師
に
就
く
日
を
算
う
れ
ば

恍
然
自
覚
隔
生
人　
　
　
　

恍こ
う

然ぜ
ん

と
し
て
自
ら
覚
ゆ 

隔
生
の
人
な
る
を

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
三
、
磐
渓
詩
鈔
五
編
所
収
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
磐
渓

七
十
六
歳
の
作
。

○
丙
子　

ひ
の
え
ね
。
明
治
九
年（
一
八
七
六
）。　

○
人
間　

こ
の
世
。「
じ
ん
か
ん
」

と
よ
む
。　

○
垂
髫　

垂
れ
髪
、
童
児
。　

○
就
師
日　

磐
渓
は
八
歳
の
と
き
井
上
四

明
お
よ
び
そ
の
孫
井
上
毅
斎
に
大
学
・
論
語
・
孟
子
等
の
素
読
を
受
け
た
。　

○
恍

然　

ぼ
う
っ
と
す
る
よ
う
す
。　

○
隔
生　

隔
世
に
同
じ
。
時
代
が
か
け
離
れ
て
い
る
。

同
年
八
月
、
本
郷
金
助
町
（
現
文
京
区
本
郷
三
丁
目
）
の
新
居
に
移
る
。
三
階
建
て
の

家
で
、
窓
か
ら
富
士
山
が
見
え
た
。
こ
こ
が
磐
渓
の
終
の
棲
家
と
な
る
。
そ
の
新
居
で
の

詩
の
ひ
と
つ
。

　

丙
子
八
月
十
三
日
移
居
于
本
郷
金
介
巷
賦
六
絶
句
以
告
来
訪
諸
君　

其
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丙
子
八
月
十
三
日
、
居
を
本
郷
金き

ん

介す
け

巷
に
移
す
。
六
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

句
を
賦
し
、
以
て
来
訪
の
諸
君
に
告
ぐ　

其
の
三

也
無
酷
吏
苦
斯
身　
　
　
　

也ま

た
酷
吏
の
斯こ

の
身
を
苦
し
む
る
無
く

四
壁
清
風
拂
熱
塵　
　
　
　

四
壁
の
清
風 

熱
塵
を
拂
う

大槻磐渓の漢詩
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回
想
艱
難
戊
辰
事　
　
　
　

回
想
す 

艱
難 

戊ぼ
し
ん辰

の
事

恍
然
恰
似
再
生
人　
　
　
　

恍
然
と
し
て
恰あ

た

か
も
似
た
り 

再
生
の
人
に

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
三
、
磐
渓
詩
鈔
五
編
所
収
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
磐
渓

七
十
六
歳
の
作
。

○
本
郷
金
介
巷　

本
郷
金
助
町
（
き
ん
す
け
ち
ょ
う
。
現
文
京
区
本
郷
三
丁
目
）。
三

階
建
て
の
新
居
で
富
士
山
が
見
え
る
の
で
「
岳
雪
楼
」
と
名
づ
け
た
。
磐
渓
終
焉
の
地
。

○
也
無
酷
吏
苦
斯
身　

も
は
や
無
慈
悲
な
役
人
に
こ
の
身
を
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
も

な
い
。　

○
四
壁　

家
の
四
囲
の
壁
。
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
に
「
廻
風 

四
壁
を
吹
き
／
寒

鳥 

相
因
依
す
」。　

○
熱
塵　

暑
苦
し
さ
。　

○
艱
難　

苦
し
み
。　

○
戊
辰
事　

戊

辰
戦
争
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と
。

「
艱
難 

戊
辰
の
事
」
を
回
想
す
れ
ば
、
獄
中
「
酷
吏
の
斯
の
身
を
苦
し
む
る
」
こ
と
な

ど
今
さ
ら
思
い
出
さ
れ
る
が
、
幸
い
死
に
も
せ
ず
、
こ
う
し
て
新
居
に
く
つ
ろ
い
で
い
る
。

一
度
死
ん
だ
人
間
が
、
ま
た
生
ま
れ
変
わ
っ
て
生
き
て
い
る
よ
う
な
気
分
だ
。
先
の
詩
も

こ
の
詩
も
「
恍
然
と
し
て
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
人
生
を
ふ
り
返
っ
て
い
る
。

磐
渓
は
こ
の
住
ま
い
で
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
六
月
十
三
日
、
七
十
八
年
の
生
涯

を
終
え
た
。

八
　
三
男
文
彦
へ
の
激
励

東
京
で
晩
年
の
八
年
間
を
静
か
に
暮
ら
し
た
磐
渓
に
と
っ
て
、
お
そ
ら
く
最
も
嬉
し

か
っ
た
こ
と
は
、
三
男
文
彦
が
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
一
月
八
日
、
新
設
の
宮
城
師

範
学
校
の
校
長
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
磐
渓
七
十
三
歳
、
文
彦
二
十
七
歳
の
と

き
の
こ
と
で
あ
る
。

新
政
府
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）「
学
制
」
を
発
布
し
、
全
国
に
五
万
三
千
餘
の
小
学

校
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
教
師
を
養
成
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
の
が
官
立

師
範
学
校
で
あ
る
。文
彦
は
明
治
六
年（
一
八
七
三
）七
月
に
宮
城
師
範
学
校
設
立
御
用
係
、

十
一
月
に
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

さ
っ
そ
く
磐
渓
は
激
励
の
詩
「
児
文
彦 

師
範
学
長
の
命
を
拝
し
、
将
に
任
に
宮
城
県

に
赴
か
ん
と
す
。
此
を
言
い
て
之
を
勉
す
」
を
作
る
。
蘇
東
坡
の
父
、
蘇
洵
が
そ
れ
ま
で

の
生
活
を
捨
て
、
発
奮
し
て
学
問
に
取
り
組
み
、
諸
葛
孔
明
が
三
顧
の
招
き
を
受
け
て
つ

い
に
出
廬
し
た
と
き
、
そ
ん
な
大
げ
さ
な
例
を
挙
げ
て
、
お
前
の
活
躍
は
ま
さ
に
こ
れ
か

ら
だ
ぞ
、
と
励
ま
し
て
い
る
。
磐
渓
自
身
の
喜
び
が
ほ
と
ば
し
り
出
る
よ
う
な
気
負
っ
た

詩
で
あ
る
。
思
え
ば
獄
中
の
磐
渓
の
助
命
歎
願
に
奔
走
し
た
文
彦
は
、命
の
恩
人
で
あ
る
。

そ
の
息
子
が
よ
う
や
く
立
派
な
地
位
に
就
い
た
の
だ
か
ら
、う
れ
し
く
な
い
は
ず
が
な
い
。

　

児
文
彦
拝
師
範
学
長
之
命
、
将
赴
任
於
宮
城
県
、
言
此
勉
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
文
彦 

師
範
学
長
の
命
を
拝
し
、
将ま

さ

に
任
に
宮
城
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
赴
か
ん
と
す
。
此
を
言
い
て
之
を
勉は

げ
ます

老
蘇
発
憤
日　
　
　
　
　
　

老
蘇 

発
憤
す
る
の
日

諸
葛
出
廬
時　
　
　
　
　
　

諸
葛 

出し
ゅ
つ
ろ廬

の
時

汝
今
拝
朝
命　
　
　
　
　
　

汝 

今 

朝
命
を
拝
し

居
然
為
人
師　
　
　
　
　
　

居
然
と
し
て
人
の
師
と
為
る

設
為
五
萬
三
千
黌　
　
　
　

五
萬
三
千
黌こ

う

を
設
け
為
し
て

欲
化
尋
常
億
兆
民　
　
　
　

尋
常
億
兆
の
民
を
化
せ
ん
と
欲
す　

勝
任
与
否
且
休
説　
　
　
　

任
に
勝
う
る
と
否
と
は
且
く
説
く
を
休や

め
よ

播
揚
皇
風
在
此
辰　
　
　
　

皇
風
を
播は

揚よ
う

す
る
は
此
の
辰と

き

に
在
り　

△
『
寧
静
閣
四
集
』
巻
三
、
愛
古
堂
漫
稿
所
収
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
磐
渓
七
十
三

歳
の
作
。

○
老
蘇
発
憤
日　
「
老
蘇
」
は
蘇
洵
（
一
○
○
九
～
一
○
六
六
）。
歐
陽
脩
の
蘇
君
墓
誌

銘
に
よ
れ
ば
、
若
い
こ
ろ
は
学
問
嫌
い
だ
っ
た
が
、「
年
二
十
七
に
し
て
始
め
て
大
い

に
発
憤
し
、
其
の
素
よ
り
往
来
す
る
所
の
少
年
を
謝
し
て
、
戸
を
閉
じ
て
書
を
読
み
、

文
辞
を
為
る
。
歳
餘
に
し
て
進
士
に
挙
げ
ら
る
」
云
々
と
あ
る
。（
「
年
二
十
七
」
と
い

う
の
は
あ
た
か
も
文
彦
と
同
じ
年
で
あ
る
）。「
発
憤
」
は
心
を
奮
い
立
た
せ
る
。　

○

諸
葛
出
廬
時　
「
諸
葛
」
は
諸
葛
亮
、
字
は
孔
明
（
一
八
一
～
二
三
四
）。
孔
明
は
蜀
漢

の
劉
備
の
三
顧
の
招
き
を
受
け
、
草
廬
を
出
て
出
仕
す
る
こ
と
に
し
た
。　

○
汝
今
拝

朝
命　

一
関
市
博
物
館
企
画
展
図
録
『
大
槻
磐
渓
―
東
北
を
動
か
し
た
右
文
左
武
の
人

―
』（
二
○
○
四
年
、
一
関
市
博
物
館
）
に
載
せ
る
磐
渓
自
筆
の
書
に
拠
れ
ば
、
こ
こ
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は
「
一
旦
拝
朝
命
」
に
作
る
。　

○
居
然　

意
外
に
も
、
あ
ろ
う
こ
と
か
。
ま
た
ど
っ

し
り
し
て
動
か
な
い
さ
ま
。
こ
こ
は
前
者
の
意
。　

○
設
為
五
萬
三
千
黌　

小
学
校

を
全
国
五
万
三
千
七
百
六
十
校
開
設
（
八
大
学
区
×
三
二
中
学
区
×
二
一
○
小
学
区
＝

五
三
七
六
○
小
学
校
）。
孟
子
・
滕
文
公
上
に
「
庠
序
学
校
を
設
け
為
し
て
以
て
之
を

教
う
。」「
黌
」
は
校
に
同
じ
。　

○
尋
常
億
兆
民　

多
く
の
一
般
庶
民
。　

○
播
揚
皇

風　

播
揚
は
宣
揚
に
同
じ
。
広
く
天
下
に
明
ら
か
に
す
る
。
皇
風
は
天
子
の
徳
。

い
ま
宮
城
教
育
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
こ
の
と
き
磐
渓
が
息
子
の
た
め
に
揮
毫
し
た

「
師
範
学
校
」
の
扁
額
（
一
八
二
・
〇
×
六
六
・
〇cm

）
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
揮
毫
し
た

書
の
原
本
を
仙
台
に
送
っ
た
時
の
手
紙
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
師
範
学
校

の
額
字
で
き
、
郵
便
に
差
し
出
し
候
。
校
の
字
、
少
し
気
に
入
ら
ず
、
但
し
三
度
目
の
正

直
と
此
の
ま
ま
相
廻
し
候
。
な
に
と
ぞ
、
開
校
の
ま
に
合
は
せ
た
き
も
の
に
候
。」「
小
学

校
開
校
（
小
学
師
範
学
校
の
意
）
四
十
八
人
入
学
、
且
つ
類

た
ぐ
い

令
利
（
怜
悧
）
の
由
、
同
慶
の

事
に
候
。
こ
れ
か
ら
は
、
仙
台
者
に
致
さ
ざ
る
よ
う
精
々
勉
励
こ
れ
あ
る
べ
く
候
。」（
大

村
榮
『
養
賢
堂
か
ら
の
出
発 

教
育
百
年
史
余
話
Ⅰ
』〔
一
九
八
六
年
、
ぎ
ょ
う
せ
い
〕
に

拠
る
）。

扁
額
の
た
め
の
揮
毫
を
何
度
も
書
き
直
し
た
と
か
、
や
が
て
教
師
と
な
る
生
徒
を
「
仙

台
者
に
致
さ
ざ
る
よ
う
精
々
勉
励
こ
れ
あ
る
べ
く
候
」
と
注
意
し
た
り
と
、
嬉
し
さ
と
文

彦
へ
の
期
待
に
あ
ふ
れ
た
手
紙
で
あ
る
。

こ
の
父
の
励
ま
し
の
詩
に
対
し
て
、
文
彦
も
詩
を
作
っ
て
答
え
て
い
る
。
最
後
に
そ
れ

を
引
用
し
て
お
こ
う
。

　

奉
命
遣
師
範
学
校
於
仙
台　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

命
を
奉
じ
て
師
範
学
校
に
仙
台
に
遣
わ
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
槻
文
彦

文
明
到
処
有
輝
光　
　
　
　

文
明
の
到
る
処 

輝
光
有
り

聖
主
威
風
被
八
方　
　
　
　

聖
主
の
威
風 

八
方
を
被
う

五
万
三
千
開
小
学　
　
　
　

五
万
三
千 

小
学
を
開
き

東
西
南
北
設
周
庠　
　
　
　

東
西
南
北 

周
庠
を
設
く

人
唯
抜
俊
農
商
士　
　
　
　

人
は
唯
だ
俊
を
農
商
士
よ
り
抜
き

学
独
求
精
皇
漢
洋　
　
　
　

学
は
独
り
精
を
皇
漢
洋
に
求
む

幸
是
微
臣
遭
盛
際　
　
　
　

幸
い
に
是
れ
微
臣 

盛
際
に
遭
う

奥
東
教
化
破
天
荒　
　
　
　

奥
東
の
教
化 

天
荒
を
破
ら
ん

△
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
文
彦
二
十
七
歳
の
作
。
文
彦
が
宮
城
師
範
学
校
校
長
と
し

て
赴
任
す
る
に
際
し
て
、
父
磐
渓
の
祝
詩
に
答
え
た
詩
。
宮
城
教
育
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
の
掛
軸
「
大
槻
文
彦
先
生
之
詩 

春
陵
書
」（
宮
城
県
図
書
館
か
ら
宮
城
師
範
学

校
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
）
に
拠
る
。
春
陵
と
は
印
記
に
拠
れ
ば
神
孫
子
〔
あ
び
こ
〕
源
、

号
は
春
陵
。
詳
細
は
不
明
。
こ
の
写
し
の
元
と
な
っ
た
文
彦
自
筆
の
書
が
ど
こ
か
に
あ

る
は
ず
だ
が
、
宮
城
県
図
書
館
の
目
録
に
は
見
え
な
い
。

○
設
周
庠　
「
周
庠
」
は
学
校
の
意
。
孟
子
・
滕
文
公
上
に
「
庠
序
学
校
を
設
け
為
し
て

以
て
之
を
教
う
。
…
夏
に
は
校
と
曰
い
、
殷
に
は
序
と
曰
い
、
周
に
は
庠
と
曰
い
、
学

は
則
ち
三
代
之
を
共
に
す
。」　

○
人
唯
抜
俊
農
商
士　
「
農
商
士
」
は
士
農
工
商
。
七

律
の
頸
聯
で
六
句
目
の
「
皇
漢
洋
」
と
対
に
す
る
た
め
に
「
工
」
を
抜
か
し
た
だ
け
。
士

農
工
商
の
区
別
な
く
、
優
秀
な
教
師
を
抜
擢
す
る
。　

○
学
独
求
精
皇
漢
洋　

学
問
は

そ
の
精
華
を
日
本
・
中
国
・
西
洋
か
ら
取
り
入
れ
る
。　

○
微
臣　

身
分
卑
し
い
臣
下
。

文
彦
の
謙
称
。　

○
盛
際　

盛
ん
な
る
御
代
。　

○
奥
東
教
化
破
天
荒　
「
奥
東
」
は

極
東
。
欧
米
か
ら
見
て
東
の
果
て
。「
破
天
荒
」
は
天
地
未
分
の
渾
沌
た
る
状
態
を
破

り
開
く
。
今
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
初
め
て
行
う
こ
と
。

大槻磐渓の漢詩
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【
参
考
文
献
】　

○
富
士
川
英
郎 

他
『
詩
集
日
本
漢
詩
第
十
七
巻
（
大
槻
磐
渓 

寧
静
閣
集 

他
）
』（
一
九
八
九
年
、汲
古
書
院
）

○
一
関
市
博
物
館
企
画
展
図
録
『
大
槻
磐
渓
―
東
北
を
動
か
し
た
右
文
左
武
の
人
―
』（
二
○
○
四
年
、
一

関
市
博
物
館
）

○
大
島
英
介
『
大
槻
磐
渓
の
世
界　

昨
夢
詩
情
の
こ
こ
ろ
』（
二
○
○
四
年
、
宝
文
堂
）

○
大
島
英
介
『
遂
げ
ず
ば
や
ま
じ　

日
本
の
近
代
化
に
尽
く
し
た
大
槻
三
賢
人
』（
二
○
○
八
年
、
岩
手
日

報
社
）

○
石
川
忠
久
「
大
槻
磐
渓
の
詩
」（
平
成
二
六
年
度 

全
日
本
漢
詩
大
会
宮
城
大
会
の
記
念
講
演
録
。『
宮
城

県
漢
詩
連
盟
会
報 

養
賢
』
第
八
号
〔
二
○
一
五
年
〕
所
収
）

○
富
士
川
英
郎『
江
戸
後
期
の
詩
人
た
ち
』（
一
九
七
三
年
、筑
摩
書
房
。
二
○
一
二
年
、平
凡
社 

東
洋
文
庫
）

○
鵜
飼
幸
子
「
大
槻
磐
溪
と
開
国
論
」（
『
仙
台
市
博
物
館
年
報
』
第
六
号
、
一
九
七
九
年
、
仙
台
市
博
物
館
）

○
庄
司
荘
一
「
大
槻
磐
渓
伝
」（
『
高
野
山
大
学
論
叢
』
第
二
二
巻
、
一
九
八
七
年
、
高
野
山
大
学
）

○
庄
司
荘
一
「
大
槻
磐
渓
の
こ
と
―
そ
の
略
伝
と
業
績
に
つ
い
て
―
」（
『
甲
南
国
文
』
第
三
四
号
、

一
九
八
七
年
、
甲
南
女
子
大
学
国
文
学
会
）

○
工
藤
宜
『
江
戸
文
人
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
』（
一
九
八
九
年
、
新
潮
社
）

○
一
関
市
博
物
館
『
塵
も
積
も
れ
ば
―
磐
渓
先
生
の
貼
り
交
ぜ
帳
』（
二
○
○
六
年
、
一
関
市
博
物
館
）

○
一
関
市
博
物
館『
江
戸
文
人
の
交
友
録
―
大
槻
磐
渓
を
め
ぐ
る
人
々
―
』（
二
○
一
六
年
、一
関
市
博
物
館
）

○
宮
城
県
図
書
館
『
青
柳
・
今
泉
・
大
槻
・
養
賢
堂
文
庫
和
漢
書
目
録
』（
一
九
八
四
年
、
宮
城
県
図
書
館
）

○
高
田
宏
『
言
葉
の
海
へ
』（
一
九
七
八
年
、
新
潮
社
、
の
ち
新
潮
文
庫
）

○
一
関
市
博
物
館
『
こ
と
ば
の
海　

国
語
学
者
大
槻
文
彦
の
足
跡
』（
二
○
一
一
年
、
一
関
市
博
物
館
）

○
岡
千
仭
『
在
臆
話
記
』
第
一
集
巻
九
「
磐
翁
事
略 

他
」（
『
随
筆
百
花
苑
』
第
一
巻
所
収
、
一
九
八
○
年
、

中
央
公
論
社
）

○
宇
野
量
介
『
鹿
門
岡
千
仭
の
生
涯
』（
一
九
七
五
年
、
岡
弘
〔
私
家
版
〕
）

○
宇
野
量
介
『
明
治
初
年
の
宮
城
教
育
』（
一
九
七
三
年
、
宝
文
堂
）

○
木
村
榮
『
養
賢
堂
か
ら
の
出
発　

教
育
百
年
史
余
話
Ⅰ
』（
一
九
八
六
年
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）

○
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
・
福
島
県
立
博
物
館
・
仙
台
市
博
物
館
『
戊
辰
戦
争
一
五
○
年
』（
二
○
一
八
年
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
一
日
、
宮
城
県
漢
詩
連
盟
の
漢
詩
養
賢
講
座
「
江
戸
の
漢
詩
人
」
第

四
回
に
お
い
て
行
っ
た
講
演
「
大
槻
磐
渓
の
漢
詩
」
に
基
い
て
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
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